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は
じ
め
に

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
宮
廷
に
お
け
る
非
訟
事
件
の
取
り
扱
い
事
例
に
つ
い
て
、一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
中
頃
ま
で
を
対
象
に
、

前
稿
で
論
じ（

１
）た

。
そ
こ
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
四
世
紀
後
半
に
至
る
ま
で
、
両
当
事
者
が
裁
判
の
場
に
出
頭
し
て
彼
ら
の
合
意
内
容
を

宣
言
し
確
定
す
る
と
い
う
純
然
た
る
非
訟
事
件
の
事
例
よ
り
も
、
既
存
の
証
書
や
そ
の
内
容
が
国
王
宮
廷
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
と
い
う
事

例
が
よ
り
多
く
見
ら
れ（

２
）る

。
特
に
一
四
世
紀
半
ば
以
降
、
宮
廷
に
お
い
て
国
王
宮
廷
裁
判
所
が
公
証
的
機
能
を
果
た
し
、
特
権
状
や
他
の
裁

判
所
の
判
決
の
確
認
を
行
う
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
お（

３
）り

、
最
近
の
ペ
ー
タ
ー
・
エ

ス
ト
マ
ン
に
よ
る
概
説
で
も
、
証
書
の
確
認
と
い
う
活
動
は
国
王
宮
廷
裁
判
所
実
務
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
と
評
価
さ
れ
て
い（

４
）る

。

ま
た
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
デ
ィ
ー
ス
テ
ル
カ
ン
プ
は
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
権
に
お
け
る
審
級
構
造
と
上
訴
制
度
の
成
立
を
論
じ

た
近
著
で
、
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
ラ
ン
ト
裁
判
所
判
決
証
書
の
確
認
に
複
層
的
な
手
続
を
見
出
し
、
審
級
構
造
形
成
の
萌
芽
と
し
て
の
意
味

を
与
え
て
い（

５
）る

。
す
な
わ
ち
、一
四
世
紀
後
半
の
い
く
つ
か
の
例
か
ら
見
て
、宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
は
、単
な
る
確
認
に
と
ど
ま
ら
ず
、

先
行
す
る
ラ
ン
ト
裁
判
所
で
の
手
続
と
一
体
と
な
っ
た
裁
判
手
続
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
証
書
の
確
認
だ
け
で
な

く
、
新
し
い
内
容
や
指
示
が
追
加
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で
、
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
行
為
は
、
上
訴
と
は
異
な

三
．
カ
ー
ル
四
世
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
（
一
三
四
六－

一
三
七
八
年
）

四
．
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
の
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
行
為

お
わ
り
に
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る
形
で
は
あ
る
が
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
と
宮
廷
の
裁
判
所
と
の
手
続
上
の
連
結
を
示
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
宮
廷
に
お
け
る
確
認
行
為
に
関
し
て
、
包
括
的
な
研
究
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
の
即
位
（
一
二
七
三
年
）
か
ら
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
の
死
（
一
三
七
八
年
）

ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
、
上
述
の
諸
研
究
が
指
摘
す
る
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
行
為
だ
け
で
な
く
、
国
王
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
も
含
め

て
、
紛
争
の
解
決
に
関
連
し
て
宮
廷
で
行
わ
れ
た
確
認
行
為
全
体
を
検
討
し
て
、
そ
の
展
開
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
歴
史
的
意
義
を
考
察
す

る
。
史
料
的
基
礎
は
、
前
稿
と
同
様
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
権
の
活
動
に
関
す
る
史
料
要
録
で
あ（

６
）る

。

　

そ
の
際
、
特
に
国
王
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
に
つ
い
て
は
、
考
察
対
象
と
な
る
事
案
の
範
囲
を
厳
密
に
確
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易

で
は
な
い
。
第
一
に
、
以
前
の
国
王
な
ど
が
発
行
し
た
証
書
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
中
世
の
国
王
の
基
本
的
な
統
治
行
為
に
属
し

て
お
り
、
即
位
当
初
を
中
心
に
多
数
行
わ
れ
た
。
前
記
史
料
要
録
は
、
そ
う
し
た
確
認
の
う
ち
、
何
ら
か
の
紛
争
を
背
景
と
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
を
、
国
王
裁
判
権
の
活
動
の
一
部
と
し
て
収
録
し
て
い
る
が
、
紛
争
状
況
の
有
無
の
認
定
は
確
実
で
な
い
場
合
が
あ
り
、
ま

た
同
じ
当
事
者
同
士
の
間
で
長
年
対
立
関
係
が
続
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
れ（

７
）ば

、
あ
る
時
点
で
の
確
認
行
為
の
背
後
に

特
定
の
紛
争
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
紛
争
と
関
係
の
な
い
確
認
行
為
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
な
い
場
合
も
多
い

で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
あ
る
当
事
者
同
士
が
和
解
し
て
紛
争
を
終
息
さ
せ
る
際
に
、
国
王
の
前
で
両
者
が
和
解
し
て
そ
れ
を
国
王
が
証
書
を

発
行
し
て
宣
言
す
る
と
い
う
場
合
と
、
両
者
が
和
解
し
て
そ
の
内
容
を
証
書
化
す
る
な
ど
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
国
王
が
確
認
す
る
と
い
う

場
合
と
の
区
別
は
、
実
際
に
は
流
動
的
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
特
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
後
者
の
場
合
で
も
国
王
が
和
解
の
成
立

に
関
与
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
区
別
は
難
し
く
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
念
頭
に

お
き
つ
つ
、
史
料
要
録
の
編
者
が
紛
争
解
決
と
関
係
が
あ
る
と
見
な
し
て
収
録
し
た
史
料
の
中
か
ら
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
和
解
な
ど
を
国

王
が
事
後
的
に
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
比
較
的
明
ら
か
な
事
例
を
取
り
出
し
て
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
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一
．
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
初
め
ま
で
の
確
認
行
為
（
一
二
七
三－

一
三
一
三
年
）

一　

既
に
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
（
在
位
一
二
七
三－

一
二
九
一
年
）
の
も
と
で
、
成
立
し
た
和
解
や
、
先
行
す
る
紛
争
の
解
決
策
と
し

て
実
行
さ
れ
た
法
的
行
為
を
、
国
王
が
確
認
な
い
し
証
書
化
す
る
事
例
が
い
く
つ
か
知
ら
れ（

８
）る

。
そ
の
際
、
確
認
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た

一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
当
事
者
同
士
が
和
解
の
効
力
を
高
め
る
た
め
に
国
王
証
書
を
得
る
べ
く
合
意
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

一
二
七
四
年
六
月
二
七
日
に
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
が
ハ
ー
ゲ
ナ
ウ
で
発
行
し
た
証
書
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
と
ロ
ー
ト

リ
ン
ゲ
ン
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
間
の
紛
争
が
、
介
在
し
た
調
停
者
た
ち
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
両
当
事
者
合
意
の
上
で
の
和
解
に
至
っ
た
と

記（
９
）す

。
紛
争
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
司
教
就
任
前
に
、
公
が
、
彼
と
彼
の
前
任
の
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
ロ
ー
レ
ン
ツ
を
捕
え
た
こ
と
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
っ

（
（1
（

た
。
国
王
は
、
こ
の
と
き
コ
ン
ラ
ー
ト
と
共
に
捕
え
ら
れ
た
者
た
ち
も
こ
の
和
解
を
遵
守
す
る
こ
と
を
述
べ
た

（
（1
（

後
、

も
し
彼
ら
が
和
解
を
破
っ
て
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
国
王
に
よ
り
ア
ハ
ト
が
科
さ
れ
る
旨
を
予
告
し
て
い

（
（1
（

る
。
こ

れ
に
先
立
ち
六
月
七
日
に
リ
ヨ
ン
で
出
さ
れ
た
司
教
と
公
の
和
解
文
書
に
お
い
て
、
司
教
と
そ
の
他
の
捕
え
ら
れ
た
者
た
ち
は
、
保
証
の
た

め
に
国
王
の
証
書
を
得
る
こ
と
を
公
に
約
束
し
て
い

（
（1
（

た
。
こ
の
約
束
に
し
た
が
っ

（
（1
（

て
、
司
教
の
求
め
に
よ
り
国
王
証
書
が
発
行
さ
れ
、
そ
こ

で
国
王
が
司
教
以
外
の
者
た
ち
も
和
解
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
点
を
ア
ハ
ト
に
よ
っ
て
補
強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
よ
り
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
は
、
当
該
和
解
や
処
分
行
為
の
成
立
に
国
王
自
身
が
関
与
し
て
い
た
と
い
う
事
情
で
あ

（
（1
（

る
。

一
二
七
六
年
二
月
に
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
発
行
し
た
証
書
は
、
騎
士
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
エ
ン
ツ
ベ
ル
ク

K
onrad von Enzberg

が
国
王
の
前
で
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
北
部
の
シ
ト
ー
派
修
道
院
マ
ウ
ル
ブ
ロ
ンM

aulbronn

の
た
め
に

フ
ォ
ー
ク
タ
イ
に
も
と
づ
く
権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
を
伝
え
る

（
（1
（

が
、
権
利
放
棄
は
前
年
一
二
月
に
国
王
が
同
修
道
院
に
滞
在
し
て
い
た
際
に

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

（
（1
（

た
。
一
二
七
九
年
三
月
に
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
は
ヴ
ィ
ー
ン
で
、
コ
ル
マ
ー
ル
市
が
同
地
の
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
の
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た
め
に
一
二
七
八
年
七
月
に
行
っ
た
権
利
放
棄
に
つ
い
て
、
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
側
の
求
め
に
応
じ
て
、
挿
入
さ
れ
た
放
棄
証
書
を
確
認

し
（
（1
（

た
。
大
印
章M

ajestätssiegel

を
付
さ
れ
た
確
認
証
書
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
間
で
長
年
対
立
が
続
い
た
後
、
国
王
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
市
側
は
放
棄
に
同
意
し
た
の
で
あ
っ

（
（1
（

た
。
一
二
八
四
年
六
月
、
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
は
、
バ
ー
ゼ
ル
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
メ
ン
ペ
ル
ガ
ル
ト

M
öm

pelgard
伯
ラ
イ
ナ
ル
ト
の
和
解
を
、
両
者
の
求
め
に
応
じ
て
確
認
し
、
ラ
イ
ナ
ル
ト
が
発
行
し
た
証
書
を
、
大
印
章
付
き
の
確
認
証

書
に
挿
入
し
た

（
（2
（

が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
国
王
は
伯
ラ
イ
ナ
ル
ト
に
対
し
て
軍
事
遠
征
を
行
っ
て
、
伯
を
屈
服
さ
せ
て
お

（
（2
（

り
、

和
解
自
体
も
国
王
の
前
で
結
ば
れ
た
の
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
一
二
八
五
年
五
月
の
国
王
証
書
は
、
エ
ル
ザ
ス
の
国
王
都
市
オ
ー
バ
ー
エ
ー
ン
ハ
イ
ム

O
berehnheim

が
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ア
・
カ
ー
ゲ
ンA

lbrecht der K
agen

に
対
し
て
財
産
を
譲
渡
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ

の
譲
渡
も
国
王
の
意
を
受
け
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
一
二
八
七
年
七
月
に
国
王
は
ウ
ル
ム
か
ら
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ア
ル
ツ
ァ
イA

lzey

の
ト
ル
ッ
フ
ゼ
スT

ruchsess

に
指
示
を
出
し
て
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
二
世
）
と
の
和
解
を
遵
守
し
、
と
り
わ
け
最
近
国

王
自
身
に
よ
っ
て
ヴ
ォ
ル
ム
ス
で
定
め
ら
れ
た
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
周
辺
の
森
林
利
用
に
関
す
る
規
則
を
守
る
よ
う
求
め

（
（2
（

た
。
こ
こ
で
も
、
紛
争

解
決
に
国
王
自
身
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
一
二
八
四
年
一
一
月
に
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
発
し
た
証
書
で
は
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ラ
ン
デ
ン

Philipp von Bolanden

の
寡
婦
と
ア
ル
ツ
ァ
イ
市
と
の
間
で
同
年
九
月
に
取
り
決
め
ら
れ
た
和
解
を
、
和
解
証
書
の
存
在
に
言
及
し
つ
つ

確
認
し
て
い
る

（
（2
（

が
、
こ
の
和
解
も
、
国
王
の
前
で
、
ま
た
国
王
の
意
向
に
沿
っ
て
、
な
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

（
（2
（

る
。
実
際
、
和
解
内
容
を

伝
え
る
九
月
の
証
書
に
よ
れ
ば
、国
王
と
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
二
世
）
が
指
名
し
た
二
人
の
仲
裁
人
の
決
定
が
和
解
内
容
と
な
っ

て
い

（
（2
（

る
。
国
王
が
紛
争
解
決
を
任
せ
た
人
間
が
下
し
た
措
置
を
、
そ
の
後
国
王
が
確
認
す
る
と
い
う
、
本
稿
で
こ
れ
か
ら
し
ば
し
ば
目
に
す

る
こ
と
に
な
る
類
型
の
早
期
の
例
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
一
二
九
〇
年
八
月
の
国
王
証
書
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
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Falkenberg

城
に
関
し
て
シ
ト
ー
会
の
ヴ
ァ
ル
ト
ザ
ッ
セ
ンW

aldsassen

修
道
院
と
結
ん
だ
和
解
を
認
証
し
て
い

（
（2
（

る
。
そ
の
翌
日
の
証

書
で
同
城
は
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
か
ら
修
道
院
に
質
入
れ
さ
れ

（
（2
（

た
。
国
王
は
同
修
道
院
を
保
護
下
に
置
い
て
そ
の
所
領
の
保
全
を
何
度
か
命
じ

て
お

（
（3
（

り
、
こ
の
和
解
の
成
立
に
も
国
王
が
関
与
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

（
（3
（

い
。

　

更
に
、
国
王
に
よ
る
確
認
の
特
別
な
類
型
と
し
て
、
和
解
証
書
に
国
王
の
印
章
を
付
す
こ
と
を
当
事
者
が
求
め
て
い
る
場
合
が
あ

（
（3
（

る
。

一
二
八
一
年
一
〇
月
に
バ
ー
ゼ
ル
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
プ
フ
ィ
ル
トPfirt

伯
テ
オ
バ
ル
トT

heobald

が
コ
ル
マ
ー
ル
で
発
行
し
た
証
書

は
、
プ
ル
ン
ト
ル
ー
トPruntrut

や
エ
ル
ス
ガ
ウElsgau

の
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
な
ど
に
関
す
る
彼
ら
の
合
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が

国
王
、
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
クFürstenberg

伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ク
リ
ン
ゲ
ンW

alter von K
lingen

の
三
人

に
印
章
付
与
を
求
め
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
実
際
に
彼
ら
の
印
章
が
付
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

（
（3
（

る
。
一
二
八
八
年
の
一
月
な
い
し
二
月
に

マ
イ
ン
ツ
で
出
さ
れ
た
国
王
証
書
も
、
ド
ラ
ッ
ヘ
ン
フ
ェ
ル
スD

rachenfels

の
騎
士
ル
ー
ド
ル
フ
と
ア
ン
ゼ
ル
ム
が
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教

お
よ
び
ヴ
ォ
ル
ム
ス
市
と
彼
ら
の
和
解
証
書
を
提
示
し
て
、
国
王
印
章
を
付
す
よ
う
求
め
た
こ
と
を
伝
え

（
（3
（

る
。
一
二
九
〇
年
五
月
に
は
、

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家
の
諸
侯
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
そ
の
甥
の
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が

エ
ア
フ
ル
ト
で
、
彼
ら
の
間
で
和
解
が
成
立
し
た
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
国
王
の
前
で
そ
の
遵
守
を
約
束
し
、
加
え
て
国
王
印
章
の

付
与
を
求
め
て
い

（
（3
（

る
。こ
の
時
期
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
の
宮
廷
は
一
年
近
く
の
長
期
に
わ
た
っ
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
滞
在
し
て
お
り
、ヴ
ェ
ッ

テ
ィ
ー
ン
家
内
部
の
対
立
解
消
も
国
王
が
関
与
し
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

（
（3
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
治
世
に
見
ら
れ
る
国
王
自
身
に
よ
る
確
認
行
為
は
、
当
事
者
同
士
の
事
前
の
取
り
決
め
か
、
と
り

わ
け
国
王
自
身
が
当
該
和
解
や
権
利
処
分
を
促
し
て
い
た
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
、
大
部
分
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
見
ら
れ

た
後
者
の
類
型
は
、
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
家
お
よ
び
大
空
位
時
代
直
後
の
王
権
と
関
係
の
深
い
西
南
ド
イ
ツ
を
中
心
に
、
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一

世
そ
の
人
が
展
開
し
た
紛
争
解
決
活
動
の
結
果
に
対
し
て
、
よ
り
強
固
な
効
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
王
印
章
の
付
与
が
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求
め
ら
れ
る
類
型
は
、
基
本
的
に
は
当
事
者
の
側
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
国
王
の
和
解
成
立
へ
の
関
与
が
見
ら

れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

二　

国
王
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
（
在
位
一
二
九
二－

一
二
九
八
年
）
の
も
と
で
も
、
国
王
が
関
与
し
て
成
立
し
た
和
解
な
ど

を
、
そ
の
後
国
王
が
確
認
す
る
事
例
が
見
ら
れ

（
（3
（

る
。
ア
ー
ド
ル
フ
は
一
二
九
三
年
三
月
に
ハ
イ
ル
ブ
ロ
ン
で
大
印
章
を
付
し
た
証
書
を
発
行

し
て
、
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ル
トJohann von W

örth

ら
と
エ
ル
ザ
ス
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
で
あ
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
オ

ク
セ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンO

tto von O
chsenstein

と
の
和
解
を
認
証
し
た

（
（3
（

が
、
和
解
自
体
国
王
が
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
に
滞
在
し
て
い
た
間
に
同

地
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（3
（

た
。
ま
た
、
一
二
九
四
年
四
月
な
い
し
六
月
に
サ
イ
ンSayn

伯
ヨ
ハ
ン
が
発
行
し
た
証
書
は
、
彼
と
そ
の
兄

弟
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
と
の
間
の
相
続
協
定
を
記
し
て
い
る
が
、
加
え
て
ヨ
ハ
ン
が
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
を
は
じ
め
、
ラ
イ
ン
地
方
の
多
く
の
伯

や
貴
族
に
、
印
章
付
与
を
求
め
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
実
際
に
国
王
の
大
印
章
や
そ
の
他
の
貴
族
た
ち
の
印
章
が
付
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
こ
の

ケ
ー
ス
で
は
、
相
続
協
定
成
立
時
に
国
王
は
臨
席
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
国
王
宮
廷
が
ラ
イ
ン
地
方
に
来
た
際
に
印
章
が
付
与
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
の

（
（4
（

で
、
相
続
紛
争
の
解
決
自
体
に
つ
い
て
国
王
の
関
与
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

更
に
ア
ー
ド
ル
フ
の
時
代
か
ら
は
、
国
王
が
解
決
を
委
任
し
た
者
が
行
っ
た
行
為
を
、
後
か
ら
国
王
が
確
認
す
る
例
も
伝
わ
る
。

一
二
九
四
年
六
月
に
ベ
ル
ン
で
、
バ
ー
ゼ
ル
司
教
ペ
ー
タ
ー
、
エ
ル
ザ
ス
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
で
あ
っ
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・

メ
ー
レ
ン
ベ
ル
クGottfried von M

erenberg

ら
が
証
書
を
発
行
し
、
証
書
に
記
さ
れ
た
彼
ら
と
ベ
ル
ン
市
と
の
間
の
合
意
に
つ
い
て
国

王
ア
ー
ド
ル
フ
の
確
認
を
得
る
こ
と
を
約
束
し

（
（4
（

た
。
合
意
は
ベ
ル
ン
市
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
年
八
月
に
出
さ
れ

た
国
王
の
確
認
証
書
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
ゼ
ル
司
教
ら
は
国
王
に
代
わ
っ
て
ベ
ル
ン
市
と
協
定
し
た
の
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
ま
た
一
二
九
五
年
七
月
に

国
王
ア
ー
ド
ル
フ
は
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
で
、
マ
イ
ン
ツ
の
リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ンLiebfrauen

参
事
会
教
会
と
騎
士
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ケ
ッ

プ
ラ
ーD

ietrich K
eppler

お
よ
び
レ
ー
デ
ル
ハ
イ
ムRödelheim

の
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い
て
下
さ
れ
た
仲
裁
判
決
を
、
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参
事
会
教
会
の
求
め
に
応
じ
て
確
認
し

（
（4
（

た
。
仲
裁
判
決
自
体
は
、
同
年
六
月
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
出
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

が
、
判
決
を
下
し
た
二

人
の
仲
裁
人
は
、
同
年
三
月
に
国
王
に
よ
っ
て
事
案
の
調
査
と
解
決
を
委
託
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
同
じ
仲
裁
判
決
は
、
翌
年
七
月
に

も
国
王
に
よ
っ
て
再
度
確
認
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。

　

国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
（
在
位
一
二
九
八－

一
三
〇
八
年
）
治
世
か
ら
も
、
国
王
印
章
の
付
与
が
求
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
知
ら
れ

（
（4
（

る
。

一
三
〇
〇
年
七
月
に
ク
レ
ー
フ
ェ
伯
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
と
そ
の
長
子
オ
ッ
ト
ー
が
発
行
し
た
証
書
は
、
彼
ら
と
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
・
フ
ォ
ン
・
ド
レ

ン
ド
ル
フGerlach von D

ollendorf

の
間
の
相
続
争
い
が
決
着
し
た
こ
と
を
宣
言
し
て
そ
の
内
容
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
力
を
高

め
る
た
め
に
、
国
王
と
ケ
ル
ン
大
司
教
な
ど
に
印
章
付
与
を
懇
請
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
証
書
に
は
実
際
に
国
王
の
大
印
章
な
ど
が
付

さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
こ
の
と
き
は
、
国
王
お
よ
び
そ
の
他
の
印
章
付
与
者
た
ち
が
和
解
の
際
に
臨
席
し
て
お

（
（5
（

り
、
和
解
の
成
立
に
も
関
わ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
一
三
〇
八
年
三
月
に
も
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
クW

aldeck

伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
、
彼
が
捕
虜
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
マ
イ
ン

ツ
大
司
教
ペ
ー
タ
ー
と
和
解
し
た
こ
と
を
宣
言
し
、
復
讐
放
棄
宣
誓U

rfehde

を
誓
い
、
あ
わ
せ
て
国
王
に
印
章
付
与
を
求
め
、
実
際
に

印
章
が
与
え
ら
れ
て
い

（
（5
（

る
。

　

ま
た
、
史
料
要
録
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
は
一
二
九
九
年
に
、
か
つ
て
ホ
ー
ホ
シ
ュ
タ
ー
デH

ochstade

伯
が
保
有
し
て
い
た
所
領
や
プ
リ
ュ
ム
修
道
院
か
ら
受
領
し
て
い
た
レ
ー
ン
（
封
）
に
関
す
る
、
同
修
道
院
と
ケ
ル
ン
大
司
教
ヴ
ィ
ク
ボ
ル

ト
の
間
の
和
解
の
内
容
を
確
認
し

（
（5
（

た
。
そ
れ
ら
の
所
領
や
レ
ー
ン
は
以
前
に
同
伯
に
よ
っ
て
ケ
ル
ン
大
司
教
に
譲
渡
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
譲
渡
を
基
本
的
に
承
認
し
た
和
解
の
内
容
が
国
王
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い

（
（5
（

る
。
こ
の
と
き
の
国
王
に
よ
る
確
認
は
、
そ
れ
ら

の
所
領
と
レ
ー
ン
が
国
王
と
ラ
イ
ヒ
か
ら
授
与
さ
れ
る
レ
ー
ン
と
し
て
、
こ
の
と
き
大
司
教
に
授
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ

（
（5
（

る
。
支
配
者
を
主
君
と
す
る
帝
国
レ
ー
ン
制
度
に
関
わ
る
確
認
は
、
後
述
す
る
カ
ー
ル
四
世
の
時
代
に
か
な
り
の
数
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
そ
う
し
た
類
型
の
初
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。
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次
の
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
（
在
位
一
三
〇
九－

一
三
一
三
年
）
の
も
と
で

（
（5
（

は
、
一
三
〇
九
年
七
月
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
、
フ
ラ
ン

ケ
ン
の
シ
ト
ー
派
修
道
院
ハ
イ
ル
ス
ブ
ロ
ンH

eilsbronn

と
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
ゲ
ンU

lrich von T
ruhendingen

と
の
間
で
成
立
し
た
和
解
が
、
和
解
証
書
に
基
づ
い
て
国
王
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い

（
（5
（

る
。
こ
の
和
解
に
対
す
る
国
王
自
身
の
関
与
を
う
か
が

わ
せ
る
文
言
は
証
書
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
は
こ
の
約
一
〇
日
後
に
同
修
道
院
に
関
わ
る
別
の
和
解
が
国
王
臨
席
の

も
と
で
成
立
し
た
こ
と
を
宣
言
し
て
い

（
（5
（

る
。
ま
た
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
と
ハ
イ
ル
ス
ブ
ロ
ン
修
道
院
と
の
関
係
は
国
王
か
ら
の
特
権
状
付
与

や
修
道
院
長
の
宮
廷
滞
在
な
ど
に
よ
り
密
接
な
も
の
で
あ

（
（5
（

り
、
ト
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
と
の
和
解
に
も
国
王
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
三
一
〇
年
一
〇
月
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
発
行
し
た
大
印
章
付
き
証
書
に
よ
れ
ば
、国
王
は
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
・
シ
ュ

ト
ラ
ー
ス
ベ
ル
クStraßberg

伯
オ
ッ
ト
ー
に
、
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
が
ケ
ー
ニ
ッ
ツK

öniz

に
有
す
る
権
利
に
関
し
て
調
査
を
委
託
し

て
い
た
が
、
そ
の
調
査
結
果
を
伯
の
証
書
に
基
づ
い
て
確
認
し

（
（5
（

た
。
こ
れ
は
上
述
の
一
二
九
五
年
の
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
に
よ
る
確
認
行
為
と

同
様
、
以
前
に
な
さ
れ
た
委
託
の
結
果
を
国
王
が
後
か
ら
確
認
す
る
例
で
あ
る
。

　

以
前
の
国
王
の
も
と
で
出
さ
れ
た
判
決
を
改
め
て
確
認
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
一
三
〇
九
年
九
月
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
は
シ
ュ
パ
イ

ア
ー
で
、ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
の
要
望
に
応
え
て
、一
二
七
六
年
三
月
に
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
主
催
の
法
廷
で
当
時
の
ト
リ
ー

ア
大
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
た
め
に
下
さ
れ
た
封
臣
に
よ
る
レ
ー
ン
請
求
に
関
す
る
判
決
を
確
認
し

（
（6
（

た
。
判
決
証
書
は
確
認
証
書
に
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
い
か
な
る
紛
争
が
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
に
よ
る
確
認
要
請
の
背
後
に
存
し
た
か
は
不
明
で
、
そ
れ
と
国
王
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
さ
し
あ
た
り
何
も
言
え
な
い
が
、
受
益
者
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
が
国
王
の
実
弟
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
こ

（
（6
（

う
。

　

国
王
に
よ
る
印
章
付
与
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
や
は
り
一
三
〇
九
年
九
月
に
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
の
寡
婦
ア

ン
ナ
が
発
行
し
た
教
会
レ
ー
ン
を
め
ぐ
る
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
ア
ン
ド
レ
ア
ス
と
の
和
解
証
書
に
、
国
王
と
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ペ
ー
タ
ー
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が
印
章
を
付
し
て
い
る
例
が
あ

（
（6
（

る
。

三　

以
上
の
よ
う
に
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
か
ら
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
確
認
さ
れ
た
和
解
な
ど
の
成
立
に
国
王
が
ど
の

よ
う
に
関
与
し
た
か
が
不
明
な
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
と
は
い
え
、
国
王
に
よ
る
確
認
行
為
に
お
い
て
は
、
国
王
が
和
解
に
関
わ
っ
た
り
、
誰

か
に
委
任
し
て
紛
争
解
決
に
あ
た
ら
せ
た
り
す
る
と
い
う
事
情
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
関
連
は
以
後
の
時
期
に
お
い
て
、
よ
り
明
瞭
に

な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
、
国
王
が
印
章
を
付
す
例
に
お
い
て
は
、
国
王
だ
け
で
な
く
他
に
も
諸
侯
・
貴
族
な

ど
が
印
章
を
付
す
ケ
ー
ス
が
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
国
王
印
章
は
当
該
証
書
の
効
力
を
強
化
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

排
他
的
な
地
位
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
権
力
主
体
の
印
章
か
ら
隔
絶
し
た
効
力
を
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
所
見

は
、こ
れ
ら
の
国
王
が
ド
イ
ツ
西
部
の
伯
家
門
か
ら
王
位
に
選
出
さ
れ
、そ
れ
ゆ
え
貴
族
た
ち
と
の
仲
間
的
性
格
を
多
分
に
残
し
て
い
た
「
小

さ
な
国
王
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
と
思
わ
れ

（
（6
（

る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
印
章
付
与
の
ほ
う
は
、
以
後
の
時
期
に
は
姿
を
消
す
の
で

あ
る
。

二
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
治
世
（
一
三
一
四－

一
三
四
七
年
）
の
確
認
行
為

一　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
（
在
位
一
三
一
四－

一
三
四
七
年
）
の
も
と
で
は
、
ま
ず
、
支
配
者
自
身
が
関
与
し
た
和
解
な
ど
を
確
認
す
る
例

が
か
な
り
の
数
見
ら
れ

（
（6
（

る
。
一
三
二
一
年
五
月
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
大
印
章
付
き
の
証
書
を
出
し
て
、
グ
ラ
イ
ス

バ
ッ
ハGraisbach

伯
ベ
ル
ト
ル
ト
た
ち
と
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
シ
ト
ー
派
修
道
院
カ
イ
ス
ハ
イ
ムK

aisheim

と
の
間
で
修
道
院
の
負
担
な
ど

に
関
し
て
結
ば
れ
た
和
解
を
和
解
証
書
に
基
づ
い
て
確
認
し
て
い
る
が
、
和
解
は
彼
の
助
言
と
命
令
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（6
（

た
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
ま
た
、
一
三
二
三
年
五
月
に
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
で
、
彼
の
従
兄
弟
の
下
バ
イ
エ
ル
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
お
よ
び
オ
ッ
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ト
ー
と
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
司
教
お
よ
び
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司
教
教
会
と
の
間
で
教
会
側
の
税
負
担
な
ど
に
つ
い
て
出
さ
れ
た
和
解
証
書
を
確

認
し
て
い
る
が
、
こ
の
和
解
も
や
は
り
国
王
の
意
向
に
沿
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（6
（

た
。

　

一
三
三
二
年
五
月
に
皇
帝
は
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
か
ら
、
フ
ル
ダ
修
道
院
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
お
よ
び
フ
ル
ダ
の
修
道
院
長
代
理Propst

、
首

席
修
道
士D

ekan
、
修
道
士
総
会K

onvent 

に
文
書
を
発
行
し
て
、
彼
ら
の
間
で
和
解
が
成
立
し
た
こ
と
を
祝
し
、
そ
れ
に
確
認
を
与
え

て
い

（
（6
（

る
。
修
道
院
内
部
の
紛
争
に
お
け
る
和
解
成
立
に
皇
帝
自
身
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世

と
修
道
院
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
六
世
）
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
クH

ohenberg

（
院
長
在
位
一
三
一
五－

一
三
五
三
年
）
と
の
関
係
は
、

当
初
の
良
好
な
状
態
か
ら
一
三
二
〇
年
代
後
半
の
冷
却
期
間
を
経
て
、
一
三
三
〇
年
代
に
入
っ
て
再
び
密
接
な
も
の
に
な
っ
て
い

（
（6
（

た
。
ま
さ

に
一
三
三
二
年
に
皇
帝
は
、
修
道
院
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
債
務
に
関
し
て
介
入
し
（
三

（
（6
（

月
）、
城
や
税
収
を
授
与
す
る
（
八
月
）
な
ど
、

フ
ル
ダ
修
道
院
の
た
め
に
多
く
の
措
置
を
取
っ
て
い

（
（7
（

た
。
同
じ
く
一
三
三
二
年
前
半
に
、
修
道
院
と
ツ
ィ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ンZiegenhain

伯

と
の
間
の
紛
争
の
解
決
に
皇
帝
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お

（
（7
（

り
、
ま
た
一
三
三
一
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
皇
帝
は
フ
ル
ダ
市
民

の
修
道
院
長
に
対
す
る
反
乱
に
も
、
市
民
に
ア
ハ
ト
を
科
す
な
ど
し
て
対
処
し
て
い

（
（7
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
修
道
院
内

部
の
対
立
の
解
消
を
促
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
三
三
二
年
一
一
月
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
で
発
し
た
小
印
章Sekretsiegel

付
き
証
書
も
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ー
ベ
ン
ス
ベ
ル
クU

lrich von A
bensberg

と
ベ
ル
ト
ル

ト
・
ヴ
ー
ナ
ーBerthold W

uner

の
妻
カ
タ
リ
ナ
と
そ
の
子
ら
の
間
で
皇
帝
の
意
向
に
よ
り
成
立
し
た
和
解
を
確
認
し
て
い

（
（7
（

る
。
カ
タ
リ

ナ
た
ち
が
和
解
を
破
っ
た
場
合
に
は
、
皇
帝
は
ア
ー
ベ
ン
ス
ベ
ル
ク
を
助
け
る
こ
と
を
約
束
し
、
加
え
て
ア
ム
ト
マ
ン
た
ち
に
こ
の
件
で

ア
ー
ベ
ン
ス
ベ
ル
ク
を
保
護
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
一
三
三
六
年
三
月
に
も
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
、
エ
ル
ヴ
ァ
ン

ゲ
ンEllw

angen

修
道
院
長
ク
ー
ノ
、
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ンÖ

ttingen

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
お
よ
び
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー

エK
raft von H

ohenlohe

が
結
ん
だ
和
解
を
、
小
印
章
付
き
証
書
で
確
認
し
て
い
る
が
、
こ
の
和
解
も
皇
帝
の
同
意
と
意
思
に
よ
る
も
の
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で
あ
っ

（
（7
（

た
。
一
三
四
一
年
六
月
に
も
、
皇
帝
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
、
ノ
イ
フ
ェ
ンN

euffen

伯
ベ
ル
ト
ル
ト
の
妻
ア
グ
ネ
ス
と
彼
女
の
兄

弟
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
・
ヨ
ハ
ン
の
間
で
皇
帝
が
定
立
し
た
和
解
に
つ
い
て
、
今
後
ア
グ
ネ
ス
と
そ
の
相
続
人
が
和
解
を

破
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
、
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
の
た
め
に
大
印
章
付
き
証
書
で
保
証
し
て
い

（
（7
（

る
。
ま
た
、
実
際
に
確
認
が
行
わ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
一
三
三
六
年
三
月
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
ウ
ル
ム
か
ら
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ベ
ル
クK

onrad 

von Schlüsselberg
に
送
っ
た
書
簡
で
は
、
皇
帝
が
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
ウ
ル
リ
ヒ
に
、
マ
ル
ク
グ
レ
ニ
ン
ゲ

ンM
arkgröningen

を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
し
て
コ
ン
ラ
ー
ト
と
の
和
解
を
指
示
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
今
後
取
り
決
め
ら
れ
る
べ
き
和
解

に
関
し
て
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い

（
（7
（

る
。

　

ま
た
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
働
き
か
け
て
和
解
を
成
立
さ
せ
て
そ
の
う
え
で
和
解
を
確
認
す
る
場
合
の
特
殊
な
類
型
と
し
て
、
国
王
自

身
が
当
事
者
で
あ
っ
た
和
解
を
事
後
的
に
確
認
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
一
三
二
三
年
一
一
月
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
で
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
と
国
王
お
よ
び
フ
ル
ダ
修
道
院
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
の
和
解
を
、
司
教
が
発
行
し
た
和
解
証
書

に
基
づ
い
て
大
印
章
付
き
証
書
で
確
認
し
て
い

（
（7
（

る
。
同
様
に
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
一
三
三
二
年
八
月
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
、
下
バ
イ

エ
ル
ン
公
オ
ッ
ト
ー
お
よ
び
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
三
世
）
と
国
王
お
よ
び
下
バ
イ
エ
ル
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
二
世
）
と
の
間
の
対
立
に
関
し
て
、

ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
が
仲
介
し
て
成
立
し
た
和
解
の
内
容
を
、
オ
ッ
ト
ー
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
三
世
）
が
発
行
し
た
証
書
を
引

き
つ
つ
大
印
章
付
き
証
書
で
確
認
し
て
い

（
（7
（

る
。
和
解
の
確
認
で
は
な
い
が
、
一
三
三
二
年
四
月
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
、

オ
ー
バ
ー
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
リ
ー
デ
ン
ブ
ル
クRiedenburg

の
国
王
裁
判
官
ル
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ペ
ル
クRuf von Perg

と
レ
ー
ゲ
ン
ス

ブ
ル
ク
の
聖
エ
メ
ラ
ム
修
道
院
長
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
間
の
ド
ナ
ウ
川
の
堰
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
し
て
両
陣
営
か
ら
二
人
ず
つ
を
出
し
て
行
わ

れ
た
現
地
調
査K

undschaft

の
結
果
を
大
印
章
付
き
証
書
で
確
認
し

（
（7
（

た
。
こ
の
件
の
場
合
も
、
ペ
ル
ク
は
皇
帝
自
身
の
代
理
を
つ
と
め
て

お
（
（8
（

り
、
皇
帝
自
身
が
紛
争
当
事
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
調
査
自
体
も
皇
帝
の
命
令
に
し
た
が
っ
て
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
現
地
の
貴
族
な
ど
に
解
決
の
た
め
の
行
動
を
委
託
し
た
後
、
そ
う
し
た
委
託
を
受
け
た
者
が
取
っ
た
措
置
を
確
認

す
る
ケ
ー
ス
も
、
治
世
後
半
か
ら
か
な
り
の
数
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
三
三
六
年
六
月
に
皇
帝
は
デ
ィ
ン
ケ
ル
ス
ビ
ュ
ー
ル
で
大
印
章
付
き

証
書
を
発
行
し
て
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
市
民
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ル
トK

onrad Lang von W
örth

と
ブ
リ
ン
ト
ハ

イ
ムBlindheim
の
農
民
た
ち
と
の
間
の
紛
争
に
関
し
て
行
わ
れ
た
現
地
調
査
に
つ
い
て
、
読
み
上
げ
ら
れ
た
結
果
を
確
認
し

（
（8
（

た
。
現
地
調

査
の
結
果
を
記
し
た
一
三
三
五
年
七
月
の
証
書
に
よ
れ
ば
、
調
査
は
や
は
り
皇
帝
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
一
三
三
六
年
の

証
書
は
、
ヘ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
トH

öchstädt

の
フ
ォ
ー
ク
ト
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ル
トN

ikolaus von W
örth

ら
に
コ
ン
ラ
ー

ト
・
ラ
ン
グ
の
保
護
を
命
じ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
保
護
者
指
定
の
早
い
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
後
も
ブ
リ
ン
ト
ハ
イ
ム
の

農
民
側
か
ら
の
侵
害
が
あ
り
、
皇
帝
は
一
三
三
九
年
八
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
、
改
め
て
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
グ
の
保
護
を
命
じ
て
い

（
（8
（

る
。

一
三
四
〇
年
九
月
に
は
ネ
ル
ト
リ
ン
ゲ
ン
で
、
そ
の
二
日
前
に
成
立
し
た
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ル
の
市
内
対
立
に
関
す
る
和
解
が
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
大
印
章
付
き
証
書
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い

（
（8
（

る
。
こ
の
和
解
も
、
皇
帝
が
権
限
を
付
与
し
て
送
り
込
ん
だ
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
伯
ウ
ル
リ
ヒ
ら
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
こ
の
と
き
の
和
解
は
、
一
三
四
一
年
一
月
に
皇
帝
に
よ
っ
て
大
印
章
付
き
証
書
で

改
め
て
確
認
さ
れ
て
い

（
（8
（

る
。
一
三
四
五
年
三
月
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
、
騎
士
ヨ
ハ
ン
お
よ
び
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ン
ベ
ル
クV

estenberg

兄
弟
が
提
出
し
た
仲
裁
判
決
証
書
を
確
認
し
た

（
（8
（

が
、
そ
の
仲
裁
判
決
は
彼
ら
と
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ

H
ohenlohe

家
の
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
の
三
兄
弟
と
の
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
ヴ
ァ
ル
トSteigerw

ald

の
森
林
管

理
権W

ildbann

を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
し
て
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
オ
ッ
ト
ー
が
一
三
四
四
年
三
月
に
下
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
皇
帝
の
確

認
証
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
た
び
た
び
皇
帝
の
前
へ
持
ち
出
さ
れ
、
皇
帝
は
司
教
オ
ッ
ト
ー
を
仲
裁
裁
判
官
と
し
て
任
命
し
て
い
た
の

で
あ
っ

（
（8
（

た
。

　

そ
の
一
方
で
、
和
解
の
成
立
や
仲
裁
人
の
行
動
に
つ
い
て
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
自
身
の
関
与
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ



論　　　説

北法67（5・14）1332

る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
一
三
三
七
年
七
月
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
伯
ヨ
ハ
ン
お
よ
び
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
と

コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンK

onrad von Frankenstein

と
の
間
の
対
立
に
関
し
て
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ェ
ン
ク
・

フ
ォ
ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハK

onrad Schenk von Erbach

ら
五
人
の
仲
裁
人
に
よ
っ
て
成
立
し
た
和
解
を
確
認
し
て
い
る

（
（9
（

が
、
仲
裁
人
た
ち

の
活
動
と
皇
帝
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
自
身
が
以
前
に
行
っ
た
措
置
や
、
彼
の
治
世
以
前
の
文
書
が
、
そ
の
後
争
い
が
生
じ
た
た
め
に
、
改
め
て
確
認
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
皇
帝
は
一
三
四
〇
年
六
月
に
ア
シ
ャ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
で
、
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ
ン
の
聖
ペ
ー
タ
ー
教
会
と
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ

ン
市
の
対
立
に
関
し
て
一
三
〇
二
年
六
月
に
下
さ
れ
た
教
会
側
に
有
利
な
仲
裁
判
決
を
、
大
印
章
付
き
証
書
に
挿
入
し
た
う
え
で
、
教
会
側

の
求
め
に
応
じ
て
改
め
て
確
認
し
て
い

（
（9
（

る
。
一
三
四
六
年
一
一
月
に
皇
帝
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
大
印
章
付
き
証
書
を
発
行
し
て
、
ゲ
ア
ハ

ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ズ
ク
ロ
ー
ンGerhard von Landskron

が
提
示
し
た
同
年
七
月
の
授
封
証
書
に
よ
り
、
皇
帝
が
彼
に
レ
ー
ン
を

授
与
し
た
こ
と
を
確
認
し

（
（9
（

た
。

　

更
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
決
を
皇
帝
自
身
が
確
認
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
一
三
四
〇
年
一
月
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
小
印
章
付
き
の
証
書
を
出
し
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
聖
ウ
ル
リ
ヒ
修
道
院
長
と
ヴ
ィ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ル
バ
ッ
ハ

W
inhard von Rohrbach

の
争
い
に
関
し
て
、
ラ
ン
ズ
ベ
ル
クLandsberg

の
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
出
し
た
修
道
院
長
に
有
利
な
判
決
証
書

を
挿
入
し
た
う
え
で
確
認
し

（
（9
（

た
。
こ
こ
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
出
身
家
門
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
家
領
領
邦
で

あ
っ
た
上
バ
イ
エ
ル
ン
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
決
な
の

（
（9
（

で
、
皇
帝
と
し
て
の
確
認
と
い
う
よ
り
は
上
バ
イ
エ
ル
ン
の
支
配
者
と
し
て
の
確
認

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
皇
帝
ラ
ン
ト
裁
判
所K

aiserliches Landgericht

の
判
決
の
確
認
は
、
後
述
の
よ

う
に
、
こ
の
時
期
支
配
者
自
身
に
よ
っ
て
で
は
な
く
宮
廷
裁
判
所
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
皇
帝
が
確
認
に
加
え
て
、

す
べ
て
の
ア
ム
ト
マ
ン
・
臣
下
に
、
修
道
院
の
保
護
を
命
じ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
後
述
す
る
保
護
者
指
定
の
先
駆
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
も
と
で
見
ら
れ
る
確
認
行
為
は
、
地
理
的
に
は
彼
の
家
門
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
が
支
配
す
る

バ
イ
エ
ル
ン
と
そ
の
周
辺
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
か
ら
中
ラ
イ
ン
地
方
に
か
け
て
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
支

配
者
自
身
が
成
立
さ
せ
た
和
解
を
事
後
に
確
認
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
支
配
者
の
委
託
や
命
令
を
受
け
た
裁
判
官
な
ど
に
よ
る
決
定
や
措
置

を
支
配
者
が
後
か
ら
確
認
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
宮
廷
か
ら
発
す
る
紛
争
解
決
の
試
み
が
、
そ
れ
だ
け
分

化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

二　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
時
代
は
、
宮
廷
裁
判
所
が
宮
廷
裁
判
所
印
章
を
付
し
た
確
認
証
書
を
発
す
る
実
行
が
初
め
て
登
場
す
る
点
で
も

注
目
に
値
す

（
（9
（

る
。

　

ま
ず
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
自
身
が
証
書
を
発
行
し
て
授
与
し
た
裁
判
籍
特
権
を
、
宮
廷
裁
判
所
が
確
認
す
る

と
い
う
類
型
で
あ

（
（9
（

る
。
一
三
一
五
年
五
月
に
国
王
に
代
わ
る
裁
判

（
（9
（

官
ト
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
発
行

し
た
証
書
に
よ
れ
ば
、
彼
の
前
に
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
市
民
た
ち
が
現
れ
て
、
市
民
た
ち
が
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
お
よ
び
そ
の
前
任
の
国
王

た
ち
か
ら
得
て
い
た
、
国
王
お
よ
び
同
市
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
以
外
の
前
で
は
訴
え
ら
れ
な
い
と
い
う
裁
判
籍
特
権
を
、
今
後
も
引
き
続
き

利
用
で
き
る
か
ど
う
か
、
判
決
で
決
定
す
る
よ
う
求
め
た
。
市
民
た
ち
が
特
権
の
受
領
を
証
明
し
た
の
で
、
宮
廷
裁
判
所
は
判
決
で
、
ロ
ー

テ
ン
ブ
ル
ク
市
民
に
対
し
て
世
俗
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
す
べ
て
の
訴
え
は
、
国
王
裁
判
所
と
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
も

と
に
お
け
る
訴
え
を
除
い
て
、
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
決
定
し

（
（9
（

た
。
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
に
対
し
て
は
、
そ
の
前
日
に
国
王
に
よ
っ
て
、

市
民
た
ち
を
市
外
の
裁
判
所
へ
の
召
喚
か
ら
免
除
す
る
裁
判
籍
特
権
が
確
認
さ
れ
て
お

（
（9
（

り
、
そ
も
そ
も
一
二
七
四
年
に
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
以
来
、
歴
代
の
国
王
た
ち
に
よ
っ
て
特
権
確
認
が
な
さ
れ
て
い

（
（10
（

た
。
市
民
た
ち
は
そ
れ
ら
の
国
王
特
権
状
に
加
え
て
、

宮
廷
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
確
認
を
求
め
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
、
宮
廷
裁
判
所
証
書
に
お
い
て
、
国
王
の
も
と
へ
の
裁
判
籍
指
定
が
、

国
王
裁
判
所
へ
の
裁
判
籍
指
定
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
の
意
味
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
市
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民
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
実
際
に
市
民
が
訴
え
ら
れ
た
場
合
に
事
件
を
扱
う
こ
と
に
な
る
宮
廷
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
、
市
の
裁
判
籍
特
権
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
宮
廷
裁
判
所
証
書
は
、一
三
三
九
年
一
〇
月
に
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ムM

ergentheim

で
更
新
さ
れ
た
。
皇
帝
に
代
わ
る
裁
判
官
テ
ッ

クT
eck

公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
証
書
に
よ
れ
ば
、
ま
た
も
宮
廷
に
現
れ
た
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
民
た
ち
は
、
一
三
一
五
年
の
宮
廷
裁
判
所
証

書
と
一
三
三
一
年
六
月
の
皇
帝
の
裁
判
籍
特
権
状
を
提
示
し
て
、
判
決
に
よ
っ
て
宮
廷
裁
判
所
証
書
を
更
新
し
そ
れ
に
皇
帝
特
権
状
を
付
け

加
え
る
こ
と
を
求
め
た
。
宮
廷
裁
判
所
は
そ
の
と
お
り
に
判
決
し
、
市
民
た
ち
が
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
の
裁
判
官
以
外
の
も
と
で
は
裁
判
さ

れ
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ

（
（10
（

た
。
一
三
三
一
年
の
皇
帝
特
権
状
は
、
市
民
た
ち
を
宮
廷
裁
判
所
へ
の
召
喚
か
ら
も
免
れ
さ
せ
る
も
の

で
あ

（
（10
（

り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
一
三
三
九
年
の
確
認
証
書
は
、
市
民
た
ち
を
一
切
の
市
外
の
世
俗
裁
判
所
か
ら
免
れ
さ
せ
て
い
る
。
市
民
の
側

か
ら
見
れ
ば
、
今
や
彼
ら
が
宮
廷
裁
判
所
へ
の
召
喚
か
ら
も
免
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宮
廷
裁
判
所
自
身
の
証
書
に
よ
っ
て
も
認
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
三
四
六
年
一
月
に
は
皇
帝
に
代
わ
る
裁
判
官
マ
ル
ク
ヴ
ァ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ー
フ
ェ
ル
トM

arkw
ard von Seefeld

が
主
催
す
る

宮
廷
裁
判
所
で
、
ハ
イ
ル
ス
ブ
ロ
ン
修
道
院
が
、
み
ず
か
ら
に
与
え
ら
れ
た
皇
帝
・
国
王
の
裁
判
籍
特
権
状
の
確
認
を
求
め
、
判
決
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ

（
（10
（

た
。
特
権
状
は
修
道
院
の
従
属
民
を
世
俗
裁
判
所
へ
の
召
喚
か
ら
免
れ
さ
せ
、
皇
帝
・
宮
廷
裁
判
所
・
修
道
院
長
な
ど
の
も
と

に
裁
判
籍
を
指
定
す
る
も
の
で
あ
っ

（
（10
（

た
。
こ
こ
で
も
、
修
道
院
は
、
皇
帝
・
国
王
の
特
権
状
に
と
ど
ま
ら
ず
、
従
属
民
が
そ
こ
に
裁
判
籍
を

有
す
る
宮
廷
裁
判
所
自
体
に
よ
る
確
認
を
も
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
一
三
四
五
年
六
月
に
皇
帝
に
代
わ
る
裁
判
官
ス
ヴ
ィ
ッ
ガ
ー
・
フ
ォ
ン
・
グ
ン
デ
ル
フ
ィ
ン
ゲ
ンSw

igger von Gundelfingen

が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
発
行
し
た
宮
廷
裁
判
所
証
書
に
よ
れ
ば
、
ノ
ル
ト
ガ
ウ
の
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
市
が
、
ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
近
く
の

グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
・
グ
ラ
イ
ス
バ
ッ
ハGraisbach

の
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
決
証
書
を
提
示
し
て
そ
の
確
認
を
求
め
た
。
一
三
四
三
年
五
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月
付
け
の
判
決
証
書
は
、
そ
れ
自
体
、
一
三
一
六
年
三
月
に
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
同
市
に
与
え
た
裁
判
籍
特
権

（
（10
（

状
を
確
認
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
要
請
を
受
け
て
、
宮
廷
裁
判
所
は
判
決
に
よ
っ
て
、
挿
入
さ
れ
た
ラ
ン
ト
裁
判
所
証
書
を
確
認
し

（
（10
（

た
。
グ
ラ
イ
ス
バ
ッ
ハ

の
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
一
四
世
紀
初
め
か
ら
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
が
、
バ
イ
エ
ル
ン
公
領
を
越
え
て
広
い
範
囲
に
管
轄

を
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
後
述
の
よ
う
な
王
権
と
の
関
係
を
保
っ
た
裁
判
所
に
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ

（
（10
（

た
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は

国
王
の
裁
判
籍
特
権
状
の
確
認
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
上
述
の
裁
判
籍
特
権
の
確
認
例
に
連
な
る
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
確
認
例
に
お
い
て
、
裁
判
籍
特
権
状
の
受
領
者
が
、
現
に
統
治
し
て
い
る
支
配
者
が
発
行
し
た
特
権
状
を
既
に
得
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
更
に
宮
廷
裁
判
所
か
ら
確
認
を
得
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
そ
の
意
味
に
関
し
て
は
後
に
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

よ
う
な
確
認
を
求
め
て
い
る
当
事
者
が
、
す
べ
て
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
か
ら
出
て
い
る
こ
と
の
み
、
注
意
し
て
お
こ
う
。

　

し
か
し
裁
判
籍
特
権
に
限
ら
ず
、
以
前
の
国
王
が
発
行
し
た
証
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
一
三
三
三
年
一
月
に
皇
帝

に
代
わ
る
裁
判
官
テ
ッ
ク
公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
発
行
し
た
宮
廷
裁
判
所
証
書
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ

の
代
理
人
が
、
一
二
八
六
年
六
月
に
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
が
発
行
し
た
証
書
を
提
示
し
て
、
そ
の
確
認
を
求
め
た
。
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
の

証
書
自
体
は
一
二
六
八
年
の
ボ
ラ
ン
デ
ン
家
の
兄
弟
の
レ
ー
ン
分
割
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
証
書
自
体
が
挿
入
さ
れ
た
後
、
宮
廷
裁

判
所
は
、
こ
の
要
請
を
受
け
て
判
決
に
よ
っ
て
証
書
を
確
認
し

（
（10
（

た
。
こ
の
事
案
で
は
受
領
者
が
中
ラ
イ
ン
地
方
の
貴
族
で
あ
り
、
関
係
者
の

出
身
地
方
の
点
で
例
外
的
で
あ
る
。

　

更
に
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
証
書
が
宮
廷
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
例
が
存
す
る
。
一
三
四
五
年
二
月
に
皇

帝
に
代
わ
る
裁
判
官
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
クFriedrich von H

eideck

が
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
で
発
行
し
た
宮
廷
裁
判
所

証
書
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
民
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ェ
ッ
タ
ーH

einrich V
ette

（
（10
（r

が
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
証

書
を
提
示
し
て
、
宮
廷
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
確
認
を
求
め
た
。
宮
廷
裁
判
所
証
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
証
書
は
多
く
の
資
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産
に
対
す
る
用
益
ゲ
ヴ
ェ
ー
レN

utzgew
ere

を
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
証
書
の
文
言
は
挿
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
付

の
記
載
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
官
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
裁
判
所
の
騎
士
た
ち
に
判
決
を
質
問
し
た
が
、
判
決
人
た
ち
は
皇
帝
本
人
の

も
と
へ
赴
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
裁
判
官
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
皇
帝
の
も
と
か
ら
戻
っ
た
判
決
人
た
ち
は
、
ロ
ー
テ
ン
ブ

ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
で
与
え
ら
れ
証
書
化
さ
れ
た
も
の
は
、
一
般
的
な
効
力
を
得
る
よ
う
、
宮
廷
裁
判
所
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
、
古
来
よ
り
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
て
お
り
、
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
自
身
も
そ
の
点
を
確
認
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
判
決
し

（
（11
（

た
。
こ

の
手
続
に
お
い
て
は
、宮
廷
裁
判
所
の
判
決
人
た
ち
が
い
っ
た
ん
退
席
し
て
皇
帝
の
下
へ
赴
き
、皇
帝
と
協
議
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

ラ
ン
ト
裁
判
所
と
宮
廷
裁
判
所
の
関
係
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
皇
帝
本
人
（
と
お
そ
ら
く
そ
の
側
近
た
ち
）
の
意
向
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
実
際
、
皇
帝
は
一
三
三
一
年
六
月
の
特
権

（
（11
（

状
お
よ
び
一
三
四
三

年
六
月
に
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
で
発
行
し
た
証
書
で
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
に
対
し
て
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
で
得
ら
れ
た
も

の
は
宮
廷
裁
判
所
で
も
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
認
め
て
い

（
（11
（

た
。ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
は
古
来
か
ら
そ
う
し
た
特
権
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
ラ
イ
ヒ
の
レ
ー
ン
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

中
世
後
期
に
も
王
権
と
の
直
接
の
関
係
を
維
持
し
、
広
い
範
囲
に
お
よ
ぶ
管
轄
を
主
張
し
た
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
皇
帝
ラ
ン
ト
裁
判
所

K
aiserliches Landgericht

）
が
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
な
ど
ド
イ
ツ
南
部
に
い
く
つ
か
存
在
し
た

（
（11
（

が
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク

の
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ

（
（11
（

た
。
こ
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
二
七
四
年
五
月
一
五
日
の
ル
ー
ド
ル
フ
一

世
の
特
権

（
（11
（

状
が
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
維
持
を
定
め
た
だ
け
で
な

（
（11
（

く
、
そ
こ
で
下
さ
れ
た
ア
ハ
ト
判
決
を
国
王
宮
廷
へ
報
告
す
る
よ
う
規
定
し

て
お

（
（11
（

り
、国
王
宮
廷
と
の
密
接
な
連
携
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
前
述
の
一
三
一
五
年
五
月
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
裁
判
籍
特
権
状
は
、

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
に
対
し
て
、
王
位
空
位
期
間
中
も
ラ
ン
ト
裁
判
所
を
開
廷
す
る
こ
と
を
認
め
て
お

（
（11
（

り
、
こ
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
国
王
宮

廷
の
裁
判
権
と
一
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

（
（11
（

る
。
こ
う
し
た
土
台
の
上
に
、
今
や
ラ
ン
ト
裁
判
所
判
決
の
効
力
に
つ
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い
て
も
、
宮
廷
裁
判
所
で
の
確
認
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
こ
と
が
宮
廷
裁
判
所
自
体
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
関
し
て
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
や
彼
よ
り
前
の
君
主
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
が
与
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
他
方
で
、
こ
の
裁
判
所
に
対
す
る
圧
力
を
も
背
景
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所

に
対
し
て
は
、
と
り
わ
け
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
が
、
そ
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
公
と
し
て
の
地
位
か
ら
、
や
は
り
皇
帝
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
一
つ
で

あ
っ
た
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
裁
判
権
を
、
対
抗
し
て
主
張
し
て
い

（
（12
（

た
。
そ
し
て
ま
さ
に
一
三
四
三
年
か
ら
四
七
年
に
か
け

て
、
両
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
管
轄
争
い
は
激
し
さ
を
増
し
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
側
は
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
区
全
体
に
及
ぶ
管
轄
主
張
を
支
え

る
証
言
を
集
め
る
な
ど
の
動
き
を
見
せ
て
い

（
（12
（

た
。
前
述
の
一
三
四
三
年
の
皇
帝
証
書
や
、
一
三
四
五
年
の
宮
廷
裁
判
所
証
書
は
、
直
接
的
に

は
こ
う
し
た
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
と
の
対
抗
関
係
と
い
う
文
脈
で
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
宮
廷
裁
判
所
は
、
皇
帝
・
国
王
が
出
し
た
証
書
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
証
書
を
も
確
認
対
象
と
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
上
述
の
グ
ラ
イ
ス
バ
ッ
ハ
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
証
書
の
確
認
を
、
そ
こ
で
示
し
た
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
む
し
ろ
国
王
の
裁
判

籍
特
権
状
を
確
認
す
る
も
の
と
理
解
す
れ
ば
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
証
書
の
確
認
は
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
と
い
う
、
一
三
世
紀
後

半
以
来
宮
廷
と
特
に
深
い
関
係
に
あ
っ
た
裁
判
所
に
つ
い
て
、
近
隣
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
と
の
競
合
関
係
を
背
景
と
し
て
、
開
始
さ
れ
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
ン
ト
裁
判
所
証
書
の
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
は
、
次
の
カ
ー
ル
四
世
治
世
に
更
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
時
代
の
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
、
判
決
の
形
式
を
と
っ
た
確
認
行
為
全
般
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
そ
れ
が
大
部
分
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
治
世
末
期
に
な
っ
て
か
ら
の
現
象
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
確
認
を
求
め
る
当
事
者
が
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
か
ら

出
て
い
る
こ
と
、
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
治
世
末
期
に
数
を
増
し
て
き
た
こ
の
現
象
は
、
次
の
カ
ー
ル
四
世
の
時
代

に
よ
り
大
規
模
に
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ケ
ン
を
中
心
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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（
１
）
田
口
正
樹
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
宮
廷
に
お
け
る
非
訟
事
件
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
六
巻
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
一－

二
二
頁
。

（
２
）
事
例
の
概
数
は
、
田
口
前
掲
、
四－

五
頁
。

（
３
）Friedrich B

a
t
t
en
berg, D

ie königlichen H
ofrichter vom

 13. bis 15. Jahrhundert. Eine U
ntersuchung zur sozialen und 

funktionalen Einbindung der H
ofgerichtsbarkeit in den K

önigshof, in: Peter M
o
ra
w (H

g.), D
eutscher K

önigshof, H
oftag 

und Reichstag im
 späteren M

ittelalter, (V
orträge und Forschungen, Bd. 48), Stuttgart 2002, S. 239-290, S. 289. 

確
認
証
書
に

つ
い
て
は
、D

ers., D
as H

ofgerichtssiegel der deutschen K
aiser und K

önige 1235-1451, (Q
uellen und Forschungen zur höchsten 

Gerichtsbarkeit im
 A

lten Reich, Bd. 6), K
öln-W

ien 1979, S. 149 f.

（
４
）Peter O

est
m
a
n
n, W

ege zur Rechtsgeschichte: Gerichtsbarkeit und V
erfahren, (U

T
B 4295), K

öln u. a. 2015, S. 84.

（
５
）Bernhard D

iest
elk

a
m
p, V

om
 einstufigen Gericht zur obersten Rechtsm

ittelinstanz. D
ie deutsche K

önigs-gerichtsbarkeit 
und die V

erdichtung der Reichsverfassung im
 Spätm

ittelalter, (Q
uellen und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit 

im
 A

lten Reich, Bd. 64), K
öln u. a. 2014, S. 46-52.

（
６
）Bernhard D

iest
elk

a
m
p (H

g.), U
rkundenregesten zur T

ätigkeit des deutschen K
önigs- und H

ofgerichts bis 1451, (Q
uellen 

und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit im
 A

lten Reich, Sonderreihe), K
öln u. a. 1986 ff. 

（
７
）
そ
う
し
た
継
続
的
紛
争
の
例
と
し
て
、
田
口
正
樹
「
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
城
対
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ク
市
─
─
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
継
続
的
紛
争
─

─
（
一
）（
二
・
完
）」『
北
大
法
学
論
集
』
六
二
巻
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一－

三
三
頁
、
六
二
巻
六
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
三－

一
四
六
頁

を
参
照
。

（
８
）
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
一
般
的
に
は
、
さ
し
あ
た
り
、M

ichael M
en
zel, D

ie Zeit der 
Entw

ürfe 1273-1347, (Gebhardt. H
andbuch der deutschen Geschichte, 10. A

ufl., Bd. 7a), Stuttgart 2012, S. 80-109 

を
参
照
。

そ
こ
に
主
な
文
献
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）Bernhard D

iest
elk

a
m
p und U

te R
ö
d
el (Bearb.), D

ie Zeit Rudolfs von H
absburg 1273 - 1291, (U

rkundenregesten zur 
T
ätigkeit des deutschen K

önigs- und H
ofgerichts, Bd. 3), K

öln/W
ien 1986

（
以
下U

R3

と
略
す
）, N

r. 22; W
ilhelm

 W
iega

n
d 

(Bearb.), U
rkundenbuch der Stadt Strassburg, Bd. 2: Politische U

rkunden von 1266 bis 1332, Strassburg 1886, N
r. 32, “... 

dissentionum
 seu discordiarum

 m
ateria, ... per vere unionis et concordie viam

 concorditer sit sopita, prout fida relatione 
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eorum
, qui dicte com

positionis et concordie m
ediatores extiterant, evidentius cognovim

us, ...”. 

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
一
四
世
紀

と
一
五
世
紀
の
写
し
で
の
み
伝
わ
る
。
こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、U

te R
ö
d
el, K

önigliche Gerichtsbarkeit und Streitfälle der Fürsten 
und Grafen im

 Südw
esten des Reiches 1250-1313, (Q

uellen und Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit im
 A

lten 
Reich, Bd. 5), K

öln-W
ien 1979, S. 172 ff. 

も
参
照
。

（
10
）A

lfred H
essel und M

anfred K
rebs (H

g.), Regesten der Bischöfe von Strassburg, Bd. 2: Regesten der Bischöfe von 
Strassburg vom

 Jahre 1202-1305, Innsbruck 1928, S. 284 f., V
orgeschichte 28.

（
11
）“... Rulenderlinus, Reinboldus [dictus Puer], 

［
以
下
一
四
人
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
る
］ dilecti nostri fideles in supradicti ducis 

vinculis constituti pro se et om
nibus suis fam

iliaribus et am
icis com

positionem
 hujusm

odi in singulis suis articulis, ... 
observabunt.”.

（
12
）“... si quis autem

 supradictorum
 per se vel per alios fam

iliares et am
icos contra dictam

 com
positionem

, prout noscitur 
esse conscripta, veniens suprascriptum

 ducem
 in se vel in suis turbare seu m

olestare presum
pserit, ipso facto secundum

 
quod in se poenam

 hujusm
odi coram

 nobis suis am
icis m

ediantibus receperunt, proscriptionis sententie subjacebit, 
nosque ipsum

 violatorem
 com

positionis hujusm
odi tanquam

 proscriptum
 anim

adversione debita feriem
us.”. 

ア
ハ
ト
に
関
し

て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Ekkehard K

a
u
fm
a
n
n und D

. L
a
n
d
es, A

rt. A
cht, in: H

andw
örterbuch zur deutschen Rechtsgeschichte 

（
以
下

H
RG

と
略
す
）, 1. A

ufl., Bd. 1, Berlin 1971, Sp. 25-36; Friedrich B
a
t
t
en
berg, A

rt. A
cht, in: H

RG, 2. A
ufl., Berlin 2008, Sp. 59-

65. 

中
世
後
期
の
帝
国
ア
ハ
ト
に
関
す
る
基
本
的
研
究
と
し
て
、Friedrich B

a
t
t
en
berg, Reichsacht und A

nleite, (Q
uellen und 

Forschungen zur höchsten Gerichtsbarkeit im
 A

lten Reich, Bd. 18), K
öln-W

ien 1986.  

（
13
）U

R3, N
r. 22, A

nm
.; A

. H
essel und M

. K
rebs (H

g.), a. a. O
. 

（
注
10
）, N

r. 1969; Johann D
aniel S

ch
ö
pflin (Bearb.), A

lsatia ... 
D
iplom

atica, Bd. 2: A
lsatia periodii regum

 et im
peratorum

 H
absburgicae Lucelburgicae A

ustriacae tandem
que Gallicae 

D
iplom

atica, M
annheim

 1775, S. 5, N
r. 694, “... et super hoc literas incliti dom

ini regis A
lem

annie dicto duci concedere 
tenentur, continentes quo si forte, quod absit, dictum

 ducem
 vel suos super hoc in aliquo m

olestarent in futurum
, volunt 

et consentiunt, quod dictus dom
. rex ipsos tanquam

 profugos et exules persequatur et assistat dicto duci contra ipsos ...”. 

な
お
、
和
解
証
書
は
第
二
リ
ヨ
ン
公
会
議
の
機
会
に
同
地
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
和
解
証
書
は
、
交
渉
の
際
に
ユ
ー
リ
ヒJülich

伯
ヴ
ィ
ル
ヘ
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ル
ム
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
伯
の
兄
弟
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ー
ビ
ーGerhard von D

urbuy

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
モ
ン
ト

H
einrich von Blam

ont

が
同
席
し
て
、
司
教
側
の
被
捕
縛
者
の
釈
放
を
保
証
し
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
彼
ら
が
和
解
を
仲
介
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
14
）
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
代
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
一
三
世
紀
前
半
の
同
様
な
例
と
し
て
、
一
二
三
二
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
が
、
ザ
ン
ク
ト
・

ブ
ラ
ジ
エ
ンSankt Blasien

修
道
院
と
バ
ー
デ
ン
・
ハ
ッ
ハ
ベ
ル
クH

achberg

辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
和
解
さ
せ
た
際
に
、
辺
境
伯
が
国
王

に
よ
る
確
認
を
得
て
、
そ
れ
を
修
道
院
に
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。U

. R
ö
d
el, a. a. O

. 

（
注
９
）, S. 171.

（
15
）
本
文
前
述
の
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
と
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
と
の
対
立
に
つ
い
て
も
、
和
解
成
立
前
に
国
王
が
介
入
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
り
、
国
王
の
関
与
が
見
ら
れ
る
類
型
に
も
属
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。Johann Friedrich B

ö
hm

er und O

sw
ald R

ed
lich (H

g.), 
Regesta im

perii, V
I, 1 : D

ie Regesten des K
aiserreichs unter Rudolf, A

dolf, A
lbrecht, H

einrich V
II. 1273-1313, Innsbruck 

1898 (N
D
 H

ildesheim
 1969)

（
以
下RI, 6, 1 

と
略
す
）, N

r. 169; U
. R
ö
d
el, a. a. O

. 

（
注
９
）, S. 173.

（
16
）U

R3, N
r. 73; W

irtem
bergisches U

rkundenbuch, Bd. 7, Stuttgart 1900, N
r. 2562. 

印
章
は
残
っ
て
い
な
い
。

（
17
）RI, 6, 1, N

r. 468a. 

一
二
七
六
年
二
月
の
国
王
証
書
に
は
、 “... nobis existentibus in m

onasterio M
ulenbrunne Cisterciensis 

ordinis Spirensis diocesis ...” 

と
あ
る
。
前
注
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
証
書
集
の
箇
所
を
参
照
。
な
お
、
マ
ウ
ル
ブ
ロ
ン
修
道
院
の
一
三
世

紀
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、Im

m
o E

berl, Gründung und frühe Geschichte des K
losters M

aulbronn, in: Peter R
ü
ck
ert und 

D
ieter P

la
n
c
k (H

g.), A
nfänge der Zisterzienser in Südw

estdeutschland. Politik, K
unst und Liturgie im

 U
m

feld des 
K
losters M

aulbronn, Stuttgart 1999, S. 79-100 
を
、
特
に
修
道
院
と
エ
ン
ツ
ベ
ル
ク
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
はEbenda, S. 97-99 

を
参

照
。

（
18
）U

R3, N
r. 184; Eduard W

in
k
elm

a
n
n (H

g.), A
cta im

perii inedita saeculi X
III et X

IV
. U

rkunden und Briefe zur Geschichte 
des K

aiserreichs und des K
önigreichs Sizilien, Bd. 2: In den Jahren 1200 bis 1400, Innsbruck 1885 (N

D
 A

alen 1964), N
r. 

118. 

権
利
放
棄
文
書
は
そ
の
ま
ま
確
認
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）“... tandem

 dicti cives precum
 nostrarum

 instancia studiosa devicti concordie cosensu renunciaverunt om
ini actioni seu 

iuri ...”. 

国
王
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
コ
ル
マ
ー
ル
市
が
発
行
し
た
放
棄
証
書
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。Paul W

ilhelm
 F
in
st
erw

a
ld
er 

(Bearb.), Colm
arer Stadtrechte, Bd. 1, (O

berrheinische Stadtrechte, A
bt. 3: Elsässische Rechte, III), H

eidelberg 1938, N
r. 
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33, “... ad petitionem
 serenissim

i dom
ini nostri iam

 dicti Rom
anorum

 regis Rudolfi ...”. 

コ
ル
マ
ー
ル
の
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
に
つ

い
て
、
簡
単
に
は
、Georges L

iv
et (D

ir.), H
istoire de Colm

ar, T
oulouse 1983, S. 50. 

中
世
後
期
の
皇
帝
・
ド
イ
ツ
国
王
の
印
章
に
つ

い
て
は
、
さ
し
あ
た
りH

arry B
ressla

u, H
andbuch der U

rkundenlehre für D
eutschland und Italien, Bd. 2, A

bt. 1, 3. A
ufl., 

Berlin 1958, S. 576-584 

を
参
照
。
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
以
降
、
大
印
章
と
は
別
に
小
印
章Sekretsiegel

の
使
用
が
確
認
さ
れ
る
。

（
20
）U

R3, N
r. 436. 

ま
たU

R3, N
r. 437 

の
国
王
命
令
も
参
照
。
ま
た
、U

. R
ö
d
el, a. a. O

. 

（
注
９
）, S. 174.

（
21
）U

R
3, N

r. 436, A
nm

.; R
I, 6, 1, N

r. 1822a; O
sw

ald R
e
d
lic
h, R

udolf von H
absburg. D

as deutsche R
eich nach dem

 
U
ntergange des alten K

aisertum
s, Innsbruck 1903 (N

D
 A

alen 1965), S. 604 ff.

（
22
）U

R3, N
r. 436, “... ex certa scientia cum

 facta fuerit presentibus partibus coram
 nobis robur et m

unim
en im

pendim
us 

confirm
ationis ...”. 

（
23
）U

R3, N
r. 459; J. D

. S
ch
ö
pflin, a. a. O

. 

（
注
13
）, S. 32 f., N

r. 747. 

国
王
印
章
を
付
す
旨
の
文
言
が
あ
る
が
、
印
章
自
体
は
残
っ
て
お
ら

ず
、
大
印
章
か
小
印
章
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
24
）U

R3, N
r. 539; Ludw

ig B
a
u
r (H

g.), H
essische U

rkunden aus dem
 großherzoglichen H

aus- und Staatsarchiv, Bd. 2: D
ie 

Provinz Rheinhessen von 963 bis 1325, D
arm

stadt 1862 (N
D
 A

alen 1979), N
r. 410.

（
25
）U

R3, N
r. 456; L. B

a
u
r (H

g.), a. a. O
. 

（
注
24
）, N

r. 388. 

印
章
付
与
を
示
す
文
言
は
な
く
、
印
章
も
残
っ
て
い
な
い
。

（
26
）“... concordiam

 coram
 nobis sive de scitu et beneplacito nostro ... ordinatam

 ...”.

（
27
）U

R3, N
r. 453; L. B

a
u
r (H

g.), a. a. O
. 

（
注
24
）, N

r. 375.

（
28
）U

R3, N
r. 607; Rudolf Freiherr von S

t
illfried und T

raugott M
a
erck

er (H
g.), M

onum
enta Zollerana. U

rkundenbuch zur 
Geschichte des H

auses H
ohenzollern, Bd. 2: U

rkunden der Fränkischen Linie 1235-1332, Berlin 1856, N
r. 356. 

一
五
世
紀
末

の
確
認
証
書
に
よ
っ
て
の
み
伝
わ
っ
て
お
り
、
内
容
は
ご
く
短
い
も
の
で
、
和
解
証
書
の
挿
入
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
29
）RI, 6, 1, N

r. 2363 

を
参
照
。
質
入
れ
の
背
景
に
あ
っ
た
、
中
世
後
期
に
お
け
る
ヴ
ァ
ル
ト
ザ
ッ
セ
ン
修
道
院
の
経
済
状
態
の
悪
化
に
つ
い

て
は
、K

onrad A
ck
erm

a
n
n, D

ie Grundherrschaft des Stiftes W
aldsassen 1133-1570, in: A

ndreas K
ra
u
s (H

g.), Land und 
Reich, Stam

m
 und N

ation. Problem
e und Perspektiven bayerischer Geschichte. Festgabe für M

ax S
pin
d
ler zum

 90. 
Geburtstag, Bd. 1: Forschungsberichte A

ntike und M
ittelalter, M

ünchen 1984, S. 385-394, S. 386 ff. 

を
見
よ
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ル
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ト
ザ
ッ
セ
ン
修
道
院
の
歴
史
全
般
に
つ
い
て
は
、Stephan A

ch
t, Zur Geschichte des K

losters und der Ä
bte von W

aldsassen, in: 
Beiträge zur Geschichte des Bistum

s Regensburg 38 (2004), S. 23-75 

を
参
照
。

（
30
）RI, 6, 1, N

r. 1191a, 1666, 1795.

（
31
）
も
っ
と
も
、
同
修
道
院
は
、
国
王
に
よ
る
贈
与
に
関
し
て
、
選
挙
侯
た
ち
の
同
意
書W

illebrief

を
得
て
お
り
、
権
利
確
保
の
た
め
の
修
道

院
の
そ
う
し
た
配
慮
を
重
視
す
れ
ば
、
国
王
証
書
に
よ
る
和
解
確
認
が
修
道
院
か
ら
の
働
き
か
け
で
な
さ
れ
た
点
を
重
く
見
る
（
つ
ま
り
、
一

二
七
四
年
の
当
事
者
間
で
国
王
証
書
獲
得
が
約
束
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
同
列
に
見
る
）
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。RI, 6, 1, N

r. 1716, 2066.

（
32
）
他
の
主
体
の
名
で
発
行
さ
れ
た
証
書
に
国
王
が
印
章
を
付
す
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
は
、H

arry B
ressla

u, H
andbuch der 

U
rkundenlehre für D

eutschland und Italien, Bd. 1, 3. A
ufl., Berlin 1958, S. 714 f. 

を
参
照
。

（
33
）U

R3, N
r. 262; Jean T

ro
u
illa

t (Bearb.), M
onum

ents de l’histoire de l’ancient évêché de Bâle, Bd. 2, Porrentruy 1854, N
r. 

262, “... darvm
be han w

ir bede gebeten vnsern den Rom
essen K

unig Rudolfen, ... daz si ir ingesigel m
it vnsern an diesen 

brief henken, zuo eim
re ew

igen stete.”. 

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
残
っ
て
い
な
い
。

（
34
）U

R3, N
r. 550; H

einrich B
o
o
s (Bearb.), U

rkundenbuch der Stadt W
orm

s, Bd. 1: 627-1300, (Q
uellen zur Geschichte der 

Stadt W
orm

s, T
. 1), Berlin 1886, N

r. 434, “... und baten uns, daz w
ir ze einre m

erer vestenunge den selben brief under 
unserm

e kuninclichen ingesigele in geschriben geben.”. 

付
さ
れ
て
い
た
国
王
印
章
は
残
っ
て
い
な
い
。

（
35
）U

R3, N
r. 585; Friedrich W

ilh
elm, Richard N

ew
a
ld, Corpus der altdeutschen O

riginalurkunden bis zum
 Jahr 1300, Bd. 2: 

1283-1292, N
r. 565-1657, Lahr (Schw

arzw
ald) 1943, N

r. 1251, “... dit habe w
ie beide truw

eliche gelobit zu haldene vor 
vnsem

e herrin dem
e Rom

ischen kuninge Rudolfen vnde habin in gebetin daz he zu eym
e vrkunde sin ingesigel m

it vnsir 
beyder insegele an disen Brif gehangen hat ...”.

（
36
）O

. R
ed
lich, a. a. O

. 

（
注
21
）, S. 674 ff.; M

. M
en
zel, a. a. O

. 
（
注
８
）, S. 108.

（
37
）
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、M

. M
en
zel, a. a. O

. 

（
注
８
）, S. 110-121 

を
参
照
。
そ
こ
に
文

献
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
38
）U

te R
ö
d
el (Bearb.), D

ie Zeit A
dolfs von N

assau, A
lbrechts I. von H

absburg, H
einrichs von Luxem

burg : 1292 - 1313, 
(U

rkundenregesten ... Bd. 4), K
öln u. a. 1992

（
以
下U

R4

と
略
す
）, N

r. 36; Ludw
ig S

chm

id (Bearb.), M

onum
enta H

ohenbergica. 
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U
rkundenbuch zur Geschichte der Grafen von Zollern-H

ohenberg und ihrer ehem
aligen Grafschaft, Stuttgart 1862, N

r. 
136. 

和
解
証
書
の
挿
入
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
39
）Johann Friedrich B

ö
hm

er und V

incenz S
a
m
a
n
ek (H

g.), Regesta im
perii, V

I, 2 : D
ie Regesten des K

aiserreichs unter 
Rudolf, A

dolf, A
lbrecht, H

einrich V
II. 1273-1313, Innsbruck 1948 

（
以
下RI, 6, 2

と
略
す
）, N

r. 217. 

こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、U

. 
R
ö
d
el, a. a. O

. 

（
注
９
）, S. 171 f. 

も
参
照
。

（
40
）U

R4, N
r. 74; W

ilhelm
 G
ü
n
t
h
er (Bearb.), Codex D

iplom
aticus Rheno-M

osellanus. U
rkunden-Sam

m
lung zur Geschichte 

der Rhein- und M
osellande, der N

ahe- und A
hrgegend und des H

unsrückens, des M
einfeldes und der Eifel, Bd. 2, K

oblenz 
1823, N

r. 356.

（
41
）RI, 6, 2, N

r. 409, 1016. 
証
書
の
日
付
は
四
月
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
印
章
付
与
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
し
て
、
相
続
協
定
は
ラ
イ
ン
地
方
で

成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
国
王
は
こ
の
と
き
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
お
り
、
六
月
に
な
っ
て
ラ
イ
ン
地
方
に
来
た
際
に
印
章
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
）U

R4, N
r. 75; Fontes rerum

 Bernensium
. Bern’s Geschichtsquellen, Bd. 3, Bern 1880, N

r. 595, “... daz w
ir han gelobt und 

loben ... daz ... der hohste m
an stete und stete m

ache m
it sinen guoten brieven alle die ding und die tegdinge ...”.

（
43
）U

R4, N
r. 79, Fontes 

（
注
42
）, N

r. 597, “... id quod ... super excessibus perpetratis contra ... tractaverunt, ordinaverunt et 
fecerunt loco et nom

ine nostro ... ratum
 et gratum

 ac firm
um

 habem
us et habebim

us ...”. 

な
お
、
証
書
に
は
国
王
印
章
が
付
さ

れ
て
い
た
が
、
大
印
章
か
小
印
章
か
は
確
定
で
き
な
い
。

（
44
）U

R4, N
r. 103; W

. S
a
u
e
r (Bearb.), N

assauisches U
rkundenbuch, Bd. 1: D

ie U
rkunden des ehem

als kurm
ainzischen 

Gebiets, einschliesslich der H
errschaften Eppenstein, K

önigstein und Falkenstein; der N
iedergrafschaft K

atzenelnbogen 
und des kurpfälzischen A

m
ts Caub, T

. 2, W
iesbaden 1886, N

r. 1200. 

国
王
印
章
は
断
片
の
み
残
る
。

（
45
）U

R4, N
r. 101, 102; W

. S
a
u
er (Bearb.), N

assauisches U
rkundenbuch, Bd. 1, T

. 2 

（
注
44
）, N

r. 1195; Ludw
ig B

a
u
r (H

g.), 
H
essische U

rkunden aus dem
 großherzoglichen H

aus- und Staatsarchiv, Bd. 1: Starkenburg und O
berhessen 1016-1399, 

D
arm

stadt 1860 (N
D
 A

alen 1979), N
r. 297.

（
46
）U

R4, N
r. 90; W

. S
a
u
er (Bearb.), N

assauisches U
rkundenbuch, Bd. 1, T

. 2 

（
注
44
）, N

r. 1193, “Gerentes de fidei vestre 
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constancia confidentiam
 pleniorem

 vobis inquisicionem
 de discordia ... duxim

us com
m
ittendam

 devotionem
 vestram

 
rogantes, quatinus dictas partes qualitate negocii cognita revocetis ad unionem

 concordie per viam
 iusticie vel am

oris.”. 
国
王
に
よ
る
委
託
は
、
七
月
の
確
認
証
書
で
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。Ebenda, N

r. 1200, “... quibus per nostras litteras expedicionem
 

eiusdem
 questionis com

m
isim

us ...”.

（
47
）U

R4, N
r. 122

；W
. S
a
u
er (Bearb.), N

assauisches U
rkundenbuch, Bd. 1, T

. 2 

（
注
44
）, N

r. 1211. 

後
代
の
写
し
で
の
み
伝
わ
る

が
、
大
印
章
の
付
加
を
示
す
文
言
が
あ
る
。

（
48
）
国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、M

. M
en
zel, a. a. O

. 

（
注
８
）, S. 121-138. 

そ
こ
に
文
献
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
49
）U

R4, N
r. 265; T

heod. Jos. L
a
co
mb
let (H

g.), U
rkundenbuch für die Geschichte des N

iederrheins oder des Erzstifts Cöln, 
der Fürstenthüm

er Jülich und Berg, Geldern, M
eurs, Cleve und M

ark, und der Reichsstifte Elten, Essen und W
erden, Bd. 

2, 1840-58 (N
D
 A

alen 1960), N
r. 1056, “... procurantes nichilom

inus ad m
aiorem

 roboris firm
itatem

 apponi ...”.

（
50
）Ebenda, “... per quos et in quorum
 presentia predicta ordinata sunt atque acta ...”.

（
51
）U

R4, N
r. 389, “D

az dise rede stede und veste blibe, des han w
ir gebedin ...”. 

た
だ
し
印
章
自
体
は
失
わ
れ
て
い
る
。
証
書
全
体

の
古
い
刊
本
と
し
て
、V

alentin Ferdinand G
u
d
en
u
s, Codex D

iplom
aticus, anecdotorum

, res M
oguntinas ... ius germ

anicum
 

et S. R. I. historiam
 illustrata, T

. 3, Frankfurt 1751, N
r. 35. 

ま
たU

. R
ö
d
el, a. a. O

. 

（
注
９
）, S. 175 

も
参
照
。
復
讐
放
棄
宣
誓

U
rfehde

に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、St. Chr. S

a
a
r, A

rt. U
rfehde, in: H

RG, 1. A
ufl., Bd. 5, Berlin 1998, Sp. 562-570 

を
参
照
。

詳
細
な
実
例
を
含
む
日
本
語
文
献
と
し
て
、若
曽
根
健
治
『
ウ
ァ
フ
ェ
ー
デ
の
研
究－

ド
イ
ツ
刑
事
法
史
考－

』（
二
〇
〇
九
年　

多
賀
出
版
）。

（
52
）W

. G
ü
n
t
h
er (Bearb.), a. a. O

. 

（
注
40
）, N

r. 386; U
. R
ö
d
el, a. a. O

. 

（
注
９
）, S. 175.

（
53
）
一
二
九
八
年
の
和
解
証
書
は
、W

. G
ü
n
t
h
er (Bearb.), a. a. O

. 
（
注
40
）, N

r. 376. 

確
認
証
書
へ
の
挿
入
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
54
）W

. G
ü
n
t
h
er (Bearb.), a. a. O

. 

（
注
40
）, N

r. 386, “... et siqua de dictis bonis et juribus a nobis et im
perio jure feodali 

descendunt, te et ecclesiam
 tuam

, vna cum
 aliis feodis tuis que a nobis et im

perio tenere dinosceris, infeodam
us 

presentibus de eisdem
.”.

（
55
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
りM

. M
en
zel, a. a. O

. 

（
注
８
）, S. 138-153 

を
参
照
。
そ
こ
に
文
献
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、Sanine P

en
t
h und Peter T

h
o
ra
u, Rom

 1312. D
ie K

aiserkrönung H
einrichs V

II. und die Folgen. D
ie Luxem

burger 
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als H
errscherdynastie von gesam

teuropäischer Bedeutung, (Beihefte zu J. F. Böhm
er, Regesta im

perii, 40), K
öln u. a. 2016 

お
よ
び
田
口
正
樹
「
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
と
ナ
ポ
リ
王
ロ
ベ
ル
ト
の
訴
訟
─
─
一
四
世
紀
初
め
の
皇
帝
権
─
─
」『
北
大
法
学
論
集
』
五
六
巻

二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一－

四
九
頁
も
参
照
。

（
56
）U

R4, N
r. 415; K

urt-U
lrich Jä

sch
k
e und Peter T

h
o
ra
u (Bearb.), J. F. Böhm

er, Regesta im
perii, V

I. D
ie Regesten des 

K
aiserreichs unter R

udolf, A
dolf, A

lbrecht, H
einrich V

II. 1273-1313, A
bt. 4: H

einrich V
II. 1288/1308-1313, 1. Lfg.: 

1288/1308 - A
ugust 1309, W

ien u. a. 2006

（
以
下RI, 6, 4, 1

と
略
す
）, N

r. 209; Johann Ludw
ig H

o
ck
er, Supplem

enta zu dem
 

H
aylsbronnischen A

ntiquitätenschatz, N
ürnberg 1739, S. 122, N

r.9. 

国
王
印
章
は
破
損
し
て
い
る
。

（
57
）U

R4, N
r. 416; RI, 6, 4, 1, N

r. 221; Carl Ferdinand Ju
n
g, M

iscellanea, Bd. 1, Leipzig 1739, “... in nostre Celsitudinis 
constituti presentia ...”.

（
58
）M

iriam
 M

o
n
t
a
g-E

r
l
w
e
in, H

eilsbronn von der G
ründung 1132 bis 1321. D

as B
eziehungsgeflecht eines 

Zisterzienserklosters im
 Spiegel seiner Q

uellenüberlieferung, (Studien zur Germ
ania Sacra, N

eue Folge 1), Berlin 2011, S. 
102-108. 

同
修
道
院
と
ト
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
と
の
和
解
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 102, 353.

（
59
）U

R4, N
r. 502; M

onum
enta Germ

aniae H
istorica. Legum

 sectio IV
. Constitutiones et acta publica im

peratorum
 et regum

, 
T
om

. IV
, Pars I, H

g. v. Jakob S
ch
w
a
lm, H

annover-Leipzig 1906, 

（
以
下
、M

GH
 Const., 4, 1

と
略
す
）, N

r.452, “... inquisicionem
 

factam
 ex com

m
issione nostra per nobilem

 virum
 O

ttonem
 com

item
 de Strazberc [advocatum

 provincialem
] ... ratum

 
habem

us et approbam
us ...”.

（
60
）U

R4, N
r. 425; M

GH
 Const., 4, 1, N

r. 313. 

大
印
章
の
付
加
を
示
す
文
言
が
あ
る
。
も
と
の
証
書
は
、U

R3, N
r. 79; M

onum
enta 

Germ
aniae H

istorica. Legum
 sectio IV

. Constitutiones et acta publica im
peratorum

 et regum
, T

om
. Ⅲ

, H
g. v. Jakob 

S
ch
w
a
lm, Leipzig 1904-06, 

（
以
下
、M

GH
 Const., 3 

と
略
す
）, N

r. 109.

（
61
）
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
、Johannes M

ö
t
sch, 

N
euere Literatur zu Erzbischof Balduin von T

rier: (1308-1354), in: Blätter für deutsche Landesgeschichte 149 (2013), S. 
475-478

を
参
照
。

（
62
）U

R4, N
r. 424; M

onum
enta episcopus W

irziburgensis: 1288-1311, (M
onum

enta Boica, 38, N
F 11), M

ünchen 1865, N
r. 248. 



論　　　説

北法67（5・28）1346

た
だ
し
印
章
自
体
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
大
印
章
か
小
印
章
か
は
確
定
で
き
な
い
。

（
63
）「
小
さ
な
国
王
」
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
、Peter M

o
ra
w, V

on offener V
erfassung zu gestalteter V

erdichtung. D
as Reich im

 
späten M

ittelalter 1250 bis 1490, (Propyläen Geschichte D
eutschlands, Bd. 3), Berlin 1985, S. 211 f. 

具
体
的
な
叙
述
は
、

Ebenda, S. 212-228 

お
よ
びD

ers., Rudolf von H
absburg: D

er ‘kleine’ K
önig im

 europäischen V
ergleich, in: Egon B

o
sh
o
f und 

Franz-Reiner E
rk
en
s (H

g.), Rudolf von H
absburg 1273-1291. Eine K

önigsherrschaft zw
ischen T

radition und W
andel, K

öln 
u. a., 1993, S. 185-208. 

こ
う
し
た
「
小
さ
な
国
王
」
の
も
と
で
、
国
王
と
関
係
の
深
い
西
南
ド
イ
ツ
の
伯
た
ち
が
、
彼
ら
の
家
門
の
相
続
に

関
す
る
権
利
譲
渡
な
ど
を
国
王
宮
廷
で
行
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
田
口
、
前
掲
（
注
１
）
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
64
）
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
つ
い
て
は
、さ
し
あ
た
り
、M. M
en
zel, a. a. O

. 

（
注
８
）, S. 153-191 

を
参
照
。
そ
こ
に
文
献
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

更
に
、
近
年
の
論
文
集
と
し
て
、H

ubertus S
eibert (H

g.), Ludw
ig der Bayer (1314-1347). Reich und H

errschaft im
 W

andel, 
Regensburg 2014

も
参
照
。
日
本
語
文
献
と
し
て
は
、池
谷
文
夫『
ド
イ
ツ
中
世
後
期
の
政
治
と
政
治
思
想－

大
空
位
時
代
か
ら『
金
印
勅
書
』

の
成
立
ま
で
』（
二
〇
〇
〇
年　

刀
水
書
房
）
二
〇
二－

二
八
一
頁
。

（
65
）Friedrich B

a
t
t
e
n
b
e
r
g (Bearb.), D

ie Zeit Ludw
igs des Bayern und Friedrichs des Schönen 1314-1347, (U

rkunden, 
regesten zur T

ätigkeit des deutschen K
önigs- und H

ofgerichts, Bd. 5), K
öln u. a. 1987 

（
以
下U

R5

と
略
す
）, N

r. 47, “... von 
unserm

 rat, ordenuong und heizze sein geschehen, gew
esen sei ...”. 

同
日
同
所
で
発
行
さ
れ
た
和
解
証
書
自
体
はU

R5, N
r. 46. 

国

王
宮
廷
の
貴
族
た
ち
が
証
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
な
お
、
カ
イ
ス
ハ
イ
ム
修
道
院
に
つ
い
て
は
、Brigitt M

a
ier, K

loster K
aisheim

. 
Rechts-, W

irtschafts- und Sozialgeschichte der Zisterzienserabtei von der Gründung bis zur M
itte des 14. Jahrhunderts, 

(V
eröffentlichungen der schw

äbischen Forschungsgem
einschaft ..., Reihe 1, Bd. 25), A

ugsburg 1999; Julia B
ru
ch, D

ie 
Zisterze K

aisheim
 und ihre T

ochterklöster. Studien zur O
rganisation und zum

 W
irtschaften spätm

ittelalterlicher 
Frauenklöster m

it einer Edition des “K
aisheim

er Rechnungsbuches”, (V
ia regularis, Bd. 5), Berlin 2013. 

こ
の
と
き
の
和
解
に

つ
い
て
は
、B. M

a
ier, S. 58 f., 195. 

（
66
）U
R5, N

r. 52, 53. “... verrichtet auf ein end nach unsern haizzen ...”. U
R5, N

r. 52 

の
全
文
は
、H

elm
ut BA

N
SA

 (Bearb.), D
ie 

Register der K
anzlei Ludw

igs des Bayern. D
arstellung und Edition, Bd. 1, (Q

uellen und Erörterungen zur Bayerischen 
Geschichte N

F Bd. 24, 1), M
ünchen 1971, N

r. 87.

な
お
、N

r. 53

に
は
小
印
章
が
付
さ
れ
て
お
り
、N

r. 52

も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
っ
た



中世後期ドイツ国王裁判権の活動としての確認行為（１）

北法67（5・29）1347

と
思
わ
れ
る
。

（
67
）U

R5, N
r. 165; Johann Friedrich S

ch
a
n
n
a
t, H

istoria Fuldensis, in tres partes divisa, Codex probationum
, Frankfurt 1729, 

S. 251 f., N
r. 151; M

onum
enta Germ

aniae H
istorica. Legum

 sectio IV
. Constitutiones et acta publica im

peratorum
 et 

regum
, T

om
. V

I, 2: D
okum

ente zur Geschichte der deutschen Reiches und seiner V
erfassung 1331-1335, Bearb. v. Ruth 

B
o
rk u, a., M

ünchen 1989-2014, 

（
以
下
、M

GH
 Const., 6, 2

と
略
す
）, N

r. 263, “... concordiam
 et conposicionem

 am
icabilem

 
inter vos habitam

 et initam
 valde gratam

 et acceptam
 habentes im

periali nostra clem
encia presenti scripti patrocinio 

roboram
us.”. 

ご
く
短
い
内
容
で
あ
り
、
和
解
証
書
の
挿
入
な
ど
も
な
い
。
印
章
の
大
小
も
確
定
で
き
な
い
。

（
68
）Bernhard M

o
h
r, D

ie äußere Politik des Fuldaer A
btes H

einrich V
I. von H

ohenberg (1315-1353), M
arburg 1928, S. 65-81. 

フ
ル
ダ
修
道
院
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
六
世
）・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、K

onrad L
ü
beck, D

ie Fuldaer Ä
bte und 

Fürstäbte des M
ittelalters. Ein geschichtlicher Ü

berblick, (V
eröffentlichung des Fuldaer Geschichtsvereins, 31), Fulda 

1952, S. 219-231; Josef L
ein
w
eber, D

ie Fuldaer Ä
bte und Bischöfe, Frankfurt am

 M
ain 1989, S. 83-87 

も
参
照
。 

（
69
）U

R5, N
r. 156.

（
70
）B. M

o
h
r, a. a. O

. 

（
注
68
）, S. 74.

（
71
）U

R5, N
r. 162-164, 173; B. M

o
h
r, a. a. O

. 
（
注
68
）, S. 73 f.

（
72
）U

R5, N
r. 187; K

. L
ü
beck, a. a. O

. 

（
注
68
）, S. 224-227.

（
73
）U

R5, N
r. 183; M

GH
 Const., 6, 2, N

r, 363, “... m
it unserm

 guten w
illen, w

izzen und gunst geschehen ist ...”.

（
74
）U

R5, N
r. 260; M

onum
enta Germ

aniae H
istorica. Constitutiones et acta publica im

peratorum
 et regum

, T
om

. V
II, 1: 

D
okum

ente zur G
eschichte der deutschen R

eiches und seiner V
erfassung 1336-1339, B

earb. v. M
ichael M

e
n
ze
l, 

W
iesbaden 2013, 

（
以
下
、M

GH
 Const., 7, 1

と
略
す
）, N

r, 23; K
arl W

eller (H
g.), H

ohenloisches U
rkundenbuch, Bd. 2: 1311-

1350, Stuttgart 1901, N
r. 500, “... m

it unserm
 guotem

 gunst und w
illen geschehen sind ...”.

（
75
）U
R5, N

r. 421, “... daz diu taegedinge, die w
ir von der edeln A

gnessen w
egen ... getan haben ...”. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
腹

心
で
あ
っ
た
ノ
イ
フ
ェ
ン
伯
ベ
ル
ト
ル
ト
に
つ
い
て
は
、M

arusia S
erck, Berthold von N

euffen im
 D

ienst Ludw
igs des Bayern, 

(D
iss. Phil., Freiburg), Freiburg 1936.
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（
76
）U

R5, N
r. 258; M

GH
 Const., 7, 1, N

r. 14, “... daz ist unser guot w
ille und gunst, und geheizzen ez ouch allez gancz, stet 

und unczerbrochen behalten.”. 

小
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
も
と
で
下
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト

と
な
っ
た
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
ウ
ル
リ
ヒ
に
つ
い
て
は
、H

ans-Georg H
o
fa
ck
er, D

ie schw
äbischen Reichslandvogteien im

 
späten M

ittelalter, (Spätm
ittelalter und Frühe N

euzeit, Bd. 8), Stuttgart 1980, S. 214-218.

（
77
）U

R5, N
r. 61.

（
78
）U

R5, N
r. 175; M

GH
 Const., 6, 2, N

r. 319.

（
79
）U

R5, N
r. 161; M

GH
 Const., 6, 2, N

r. 253.

（
80
）“... von unsern w

egen ...”.

（
81
）U

R5, N
r. 269; M

onum
enta San-U

lriciana, (M
onum

enta Boica, Bd. 22), M
ünchen 1814, N

r. 77; M
GH

 Const., 7, 1, N
r. 103.

（
82
）U

R5, N
r. 247.

（
83
）U

R5, N
r. 343; M

GH
 Const., 7, 1, N

r. 644. 

小
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
84
）U

R5, N
r. 380; K

arl Siegfried R
o
sen
berger, D

ie Entw
icklung des Rates von Schw

äbisch H
all bis zum

 Jahre 1340 (m
it 

U
rkundenbeilage), in: W

ürttem
bergisch Franken N

F 30 (1955), S. 33-56, S. 52-54.

（
85
）U

R5, N
r. 379. 

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
ら
の
派
遣
に
関
し
て
は
、
和
解
成
立
の
更
に
三
日
前
に
出
さ
れ
た
皇
帝
か
ら
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・

ハ
ル
市
へ
の
書
簡
も
参
照
。U

R5, N
r. 378; Josef K

n
ö
pfler, D

ie Reichsstädtesteuern in Schw
aben, Elsaß und am

 O
berrhein 

zur Zeit K
aiser Ludw

igs des Bayern. M
it einem

 A
nhang ungedruckter U

rkunden zur Geschichte der schw
äbischen 

Städte zur Zeit Ludw
igs des Bayern, in: W

ürttem
bergische V

ierteljahreshefte für Landesgeschichte, N
F 11 (1902), S. 287-

351, S. 348, N
r. 25. 

な
お
、
こ
の
と
き
の
市
内
対
立
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、K. S. R

o
sen
berger, a. a. O

. 

（
注
84
）, S. 45 ff. 

を
見
よ
。

（
86
）U

R5, N
r. 397.

（
87
）U

R5, N
r. 530; K

. W
eller (H

g.), a. a. O
. 

（
注
74
）, N

r. 687. 

一
六
世
紀
の
写
し
で
の
み
伝
わ
る
。

（
88
）U
R5, N

r. 516. 

証
書
原
文
はK

. W
eller (H

g.), a. a. O
. 

（
注
74
）, N

r. 687
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

（
89
）“... dorum

b sie dann vor offt auff bede seitten vor uns in clagew
eiss gw

esn sein und w
ir den genanten bischoff ine zu 

richter daruber geben haben, sie zu entrichten gutlich oder rechtlich in aller m
ass, als hetten w

ir das selbst getann ...”.
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（
90
）U

R5, N
r. 292; M

GH
 Const., 7, 1, N

r. 275. 

印
章
は
お
そ
ら
く
小
印
章
が
使
わ
れ
て
い
た
。

（
91
）U

R
5, N

r. 361, “... ad instanciam
 requisicionem

 dictum
 arbitrium

 nostra im
periali auctoritate approbavim

us, 
confirm

avim
us ...”. 

証
書
全
体
の
古
い
刊
本
と
し
て
、Ludw

ig B
a
u
r, Beiträge zur älteren Geschichte der vorm

als freien 
Reichsstadt W

im
pfen am

 Berg und des vorm
als adeligen Ritterstifts ad S. Petrum

 zu W
im

pfen im
 T

al, in: A
rchiv für 

H
essische Geschichte 3, 1 (1842), S. 1-41, S. 35-39, Beilage C.

（
92
）U

R5, N
r. 557a. 

も
っ
と
も
、
フ
ー
ザ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ル
メ
ンH

user von U
lm

en

や
そ
の
他
の
者
た
ち
が
当
該
レ
ー
ン
に
つ
い
て
よ
り

強
い
権
利
を
持
つ
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
皇
帝
の
も
と
で
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
ア
ハ
ル
ト
の
権
利
が
確
定
し
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。

（
93
）U

R5, N
r. 355; M

onum
enta San-U

lriciana

（
注
81
）, N

r. 83. 

な
お
、U

R5, N
r. 230; M

onum
enta San-U

lriciana

（
注
81
）, N

r. 73

も
参

照
。

（
94
）
ラ
ン
ト
裁
判
所
全
般
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、Friedrich M

erzba
ch
er, A

rt. Landgericht, in: H
RG, 1. A

ufl., Bd. 2, Berlin 1978, 
Sp. 1495-1501; H

ubert D
rü
ppel, A

rt. Landgericht, in: Lexikon des M
ittelalters, Bd. 5, M

ünchen-Zürich 1991, Sp. 1660-1661 

を
参
照
。
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
は
、F. M

erzba
ch
er, a. a. O

., Sp. 1496 f.; W
ilhelm

 V
o
lk
ert, Staat und 

G
esellschaft. E

rster-T
eil: B

is 1500, in: A
ndreas K

r
a
u
s (H

g.), H
andbuch der B

ayerischen G
eschichte, B

d. 2: D
er 

T
erritorialstaat vom

 A
usgang des 12. Jahrhunderts bis zum

 A
usgang des 18. Jahrhunderts, 2. A

ufl., M
ünchen 1988, S. 

535-624, S. 598 ff. 

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
支
配
下
に
お
け
る
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、Pankraz 

F
ried und Sebastian H

ieret
h, Landgericht Landsberg und Pfleggericht Rauhenlechberg, (H

istorischer A
tlas von Bayern, 

T
eil A

ltbayern, Bd. 22), M
ünchen 1971, S. 35 ff. 

の
概
観
を
参
照
。

（
95
）
宮
廷
裁
判
所
印
章
に
つ
い
て
は
、F. B

a
t
t
en
berg, H

ofgerichtssiegel（
注
３
）; D

ers., H
ofrichter

（
注
３
）, S. 250.

（
96
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
皇
帝
・
国
王
に
よ
っ
て
数
多
く
与
え
ら
れ
た
裁
判
籍
特
権
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Friedrich B

a
t
t
en
berg, 

D
ie Gerichtsstandsprivilegien der deutschen K

aiser und K
önige bis zum

 Jahre 1451, (Q
uellen und Forschungen zur 

höchsten Gerichtsbarkeit im
 A

lten Reich, Bd. 12), T
eilbd. 1, K

öln-W
ien 1983 

（
以
下GSP, 1

と
略
す
）, S. 1-50; B. D

iest
elk

a
m
p, 

a. a. O
.（

注
５
）, S. 52-54; P. O

est
m
a
n
n, a. a. O

.（
注
４
）, S. 86-91 

を
参
照
。
日
本
語
文
献
と
し
て
、
田
口
正
樹
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
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王
裁
判
権
と
裁
判
籍
特
権
・
序
説
─
─
一
三
世
紀
後
半
を
中
心
に
」『
法
制
史
研
究
』
五
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
一
七－

一
四
六
頁
。

（
97
）
宮
廷
裁
判
官
と
は
別
に
、
そ
の
と
き
ど
き
に
支
配
者
に
委
任
さ
れ
て
法
廷
を
主
催
し
た
、
国
王
に
代
わ
る
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、F. 

B
a
t
t
en
berg, H

ofrichter

（
注
３
）, S. 248 f. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
時
代
の
宮
廷
裁
判
官
お
よ
び
皇
帝
・
国
王
に
代
わ
る
裁
判
官
に
つ
い
て
概

括
的
に
は
、U

R5, S. X
V
II ff.

（
98
）U

R5, N
r. 5; Jacob S

ch
w
a
lm, Reise nach M

ünchen und Coblenz im
 Som

m
er 1897, m

it Beilagen, in: N
eues A

rchiv der 
Gesellschaft für ältere deutsche Geschichtskunde 23 (1898), S. 667-687, S. 678 f., N

r. 9, “... daz si niem
an beclagen soll unde 

si ouch niem
an vor keim

 w
erltlichem

 gerihte antw
urten sulen, denne vor m

inem
 herren dem

 vorgeschriben kunge unde 
vor irem

 schu oltheisse in der stat ze Rothem
bu org ... sw

er daruber uf si unde uf der bu orger keinen von Rothem
bu org claget 

oder geclaget hete vor keim
 andern w

erltlichem
 gerihte, denne vor m

ins herren des kunges gerihte oder vor irem
 

schu oltheisse ze Rothem
bu org ...”. 

（
99
）GSP, 1, N

r. 297; Friedrich von W
eech (Bearb.), Sechzig U

rkunden K
aiser Ludw

igs des Bayern, in: O
berbayerisches 

A
rchiv für vaterländische Geschichte 23 (1863), S. 143-214, S. 148f., N

r. 3, “... coram
 nullo iudicio seu iudice quocum

que 
nom

ine censeantur super quam
cunque causa nisi infra m

uros oppidi Rothem
burgensis coram

 judice suo debeant stare 
iuri, nec alibi teneantur alicui respondere ... ”. 

（
100
）GSP, 1, N

r. 61 (M
GH

 Const., 3, N
r. 650), 155, 181, 216.

（
101
）U

R5, N
r. 346; J. S

ch
w
a
lm, a. a. O

.（
注
98
）, S. 685 f., N

r. 14, “... uf keynem
 andern w

erltlichen gerihte, dann vor irm
 rihtter 

in der stat zu Rothenburg ...”.

（
102
）GSP, 1, N
r. 383; F. v. W

eech, a. a. O
.（

注
99
）, N

r. 14; M
GH

 Const., 6, 2, N
r. 117, “... daz si niem

an ... usze der stat zu 
Rotenburg fur deheinen w

erltlichen rihtere, w
ie er geheizzen sie, noch fur unser selbes hofgerihte danne alleine fur irn 

rihtere in der stat uf deheinen w
erltlichem

 gerihte geladen noch geklagen sulle oder m
uge ...”. 

た
だ
し
皇
帝
自
身
が
都
市
お
よ

び
市
民
に
対
し
て
要
求
す
る
場
合
に
は
、
皇
帝
お
よ
び
宮
廷
裁
判
所
へ
の
召
喚
と
訴
え
が
可
能
と
さ
れ
た
。 “ ... oder w

ir oder unser 
nachkum

en an dem
 Riche von unsern oder dez Riches w

egen hintze in gem
einlichen oder besunderlichen ihtes zu 

sprechen oder zu vordern heten oder gew
unnen. D

or um
be m

ugen w
ir oder unser nachkum

en sie fur uns und unser 
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hofgerihte geladen und beklagen. ...”. 

な
お
、GSP, 1, N

r. 383a, 384; M
GH

 Const., 6, 2, N
r. 118, 119

も
参
照
。

（
103
）U

R5, N
r. 539.

（
104
）
こ
の
と
き
直
接
提
示
さ
れ
た
の
は
、
一
三
三
六
年
一
〇
月
の
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
証
書
で
あ
っ
た
。U

R5, N
r. 539, A

nm
. 1. 

そ
れ

に
先
行
す
る
証
書
は
、GSP, 1, N

r. 4 

（
偽
造
）, 156, 203.

（
105
）G

SP, 1, N
r. 302;Johann C

hristian L
ü
n
ig (B

earb.), D
es T

eutschen R
eichs-A

rchivs partis specialis IV
. und letzter 

Continuation II. T
heil, Leipzig 1714, S. 614. 

ま
たGSP, 1, N

r. 238; J. Ch. L
ü
n
ig (Bearb.), S. 613

も
参
照
。

（
106
）U

R5, N
r. 534.

（
107
）
グ
ラ
イ
ス
バ
ッ
ハ
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、 W
ilhelm

 K
ra
ft, Gau Sualafeld und Grafschaft Graisbach, in: Jahrbuch für 

fränkische Landesforschung 13 (1953), S. 85-127; Gerhard H
irschm


a
n
n, Eichstätt. Beilngries-Eichstätt-Greding, (H

istorischer 
A
tlas von Bayern, T

eil Franken, Reihe 1, H
eft 6), M

ünchen 1959, S. 26 f.; W
. V
o
lk
ert, a. a. O

.（
注
94
）, S. 608 

を
参
照
。
一
三

四
二
年
に
は
、
グ
ラ
イ
ス
バ
ッ
ハ
伯
家
の
断
絶
に
よ
り
、
伯
家
の
所
領
も
含
め
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
中
世
後
期

の
同
伯
家
と
そ
の
遺
産
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
へ
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、W

ilhelm
 K
ra
ft, Gau Sualafeld und Grafschaft Graisbach, in: 

Jahrbuch für fränkische Landesforschung 8/9 (1943), S. 110-175, S. 164-172. 

（
108
）U

R5, N
r. 188. 

証
書
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
一
八
世
紀
の
写
し
で
の
み
伝
わ
る
。

（
109
）
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
市
参
事
会
員
で
あ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ェ
ッ
タ
ー
は
、
一
三
四
〇
年
に
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
で
平
和

委
員
会
委
員
の
職
を
つ
と
め
、
カ
ー
ル
四
世
治
世
に
お
い
て
も
宮
廷
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
た
。Ludw

ig S
ch
n
u
rrer, D

ie Reichsstadt 
Rothenburg im

 Zeitalter K
arls IV

. 1346-1378, in: Blätter für deutsche Landesgeschichte 114 (1978), S. 563-612, S. 610-612

を

参
照
。

（
110
）U

R5, N
r. 529, “... das solt m

an vor dem
 hofgeriht billich bestetigen und ervollen, daz es fuerbaz staet belib und craft 

und m
aht het ...”.

（
111
）GSP, 1, N

r. 384, “... alles das, daz m
an vor irm

e lantgerichte zu R. erclaget und erlanget, daz m
an yn das bestetigen sol 

von unserm
 hoffgerichte also, das es m

acht und crafft haben sol allen den, die es von yres lantgerichtes w
egen vordernt 

m
it den lantgerichts briefen, w

ann w
ir w

ol erfaren und erforscht haben, das w
ir es w

ol getun m
ogen, w

ann sie von alter 
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her von des richs w
egen dieselben recht lang gehabt haben und auch dasselbe lantgerichte von dem

 riche der gat ...”.
（
112
）U

R
5, N

r. 507, “... alles das, daz m
an vor irem

 lantgeriht ze R
oetenburch erclagt oder erlangt, daz m

an in daz 
bestaetigen sol vor unserm

 hofgeriht, also, das es craft und m
aht haben soll allen den, die es von ires lantgerihts w

egen 
vordernt m

it des lantrihters briefen ...”. 

こ
の
証
書
に
は
、
通
常
の
国
王
印
章
で
な
く
、
宮
廷
裁
判
所
の
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
113
）
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
皇
帝
ラ
ン
ト
裁
判
所K

aiserliches Landgericht

に
つ
い
て
全
般
的
に
は
、F. M

erzba
ch
er, a. a. O

.（
注
94
）, 

Sp. 1499. 
国
王
領
な
い
し
そ
の
管
理
単
位
で
あ
っ
た
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
裁
判
所
に
由
来
す
る
場
合
と
、
王
権
と
レ
ー
ン
関
係
に
あ
っ
た

グ
ラ
ー
フ
の
裁
判
所
に
由
来
す
る
場
合
の
二
系
統
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
更
に
、H

ans Erich F
ein
e, D

ie kaiserlichen Landgerichte in 
Schw

aben im
 Spätm

ittelalter, in: Zeitschrift der Savigny-Stiftung für Rechtsgeschichte, Germ
anistische A

bteilung, 

（
以
下

ZRG GA

と
略
す
）66 (1948), S. 148-235 

を
参
照
。

（
114
）
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、T

heodor E. M
o
mm

sen, D

ie ältesten Rothenburger K
önigsurkunden. Ein 

Beitrag zur Geschichte des Landgerichts und der Landvogtei in Rothenburg von Rudolf I. bis zu Ludw
ig dem

 Bayern, in: 
Zeitschrift für bayerische Landesgeschichte 10 (1937), S. 19-64; H

. E. F
ein
e, a. a. O

.（
注
113
）, S. 223; H

erm
ann S

ch
reibm

ü
ller, 

D
as Rothenburger Landgericht und sein A

chtbuch, in: D
ers., (zusam

m
engestellt und eingeleitet von Günther S

ch
u
hm

a
n
n), 

Franken in Geschichte und N
am

enw
elt. A

usgew
ählte A

ufsätze zum
 80. Geburtstage des V

erfassers, W
ürzburg 1954, S. 

45-52 

（zuerst 1951

）; Friedrich M
erzba

ch
er, Iudicium

 Provinciale D
ucatus Franconiae. D

as K
aiserliche Landgericht des 

H
erzogtum

s Franken - W
ürzburg im

 Spätm
ittlelalter, M

ünchen 1956, S. 32-37. 

裁
判
所
の
盛
期
は
一
三
四
〇
年
代
で
あ
り
、
伝
存

す
る
ア
ハ
ト
台
帳A
chtbuch

な
い
し
ラ
ン
ト
裁
判
所
台
帳Landgerichtsbuch

は
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
活
動
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
一
四
世

紀
後
半
に
は
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
の
圧
力
に
よ
っ
て
衰
退
に
向
か
っ
た
。
一
四
世
紀
後
半
の
同
裁
判
所
に
つ
い
て
、L. 

S
ch
n
u
rrer, Reichsstadt

（
注
109
）, S. 580 ff. 

な
お
、
こ
の
裁
判
所
の
ア
ハ
ト
台
帳
な
い
し
ラ
ン
ト
裁
判
所
台
帳
は
、
こ
の
種
の
も
の
で
伝
存

す
る
中
で
は
最
古
の
も
の
で
、
記
載
は
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
特
権
状
の
日
付
と
同
じ
く
一
二
七
四
年
五
月
一
〇
日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
一
二

七
四
年
か
ら
一
三
〇
四
年
の
も
の
と
、
一
三
一
〇
年
か
ら
一
三
五
五
年
の
も
の
が
伝
わ
る
。
前
者
に
は
一
二
九
一
年
三
月
一
一
日
か
ら
一
二
九

三
年
五
月
一
五
日
ま
で
の
欠
落
が
あ
る
。H

. S
ch
reibm

ü
ller, a. a. O

., S. 46, 50. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
シ
ュ
ヌ
ッ
ラ
ー
に
よ
り
史
料
編
纂
が
試

み
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
（K

arl B
o
rch

a
rd
t und Ekkehart T

it
t
m
a
n
n, Städte, Regionen, V

ergangenheiten. Beträge für 
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Ludw
ig S

ch
n
u
rrer zum

 75. Geburtstag, (Q
uellen und Forschungen zur Geschichte des Bistum

s und H
ochstifts W

ürzburg, 
Bd. 59), W

ürzburg 2003, S. 8

）、
そ
の
後
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。

（
115
）GSP, 1, N

r. 61; M
GH

 Const., 3, N
r. 650. 

更
に
、そ
の
後
の
皇
帝
・
国
王
に
よ
る
確
認
と
し
てGSP, 1, N

r. 155, 181, 216, 383a

も
参
照
。

（
116
）M

GH
 Const., 3, N

r. 650, A
rt. 3, “Insuper de iudicio terre, quod centa vulgariter nuncupatur, m

andam
us et volum

us, 
quod secundum

 antiquam
 et approbatam

 consuetudinem
 hactenus observatam

 in iuris sui robore et rigore de cetero 
teneatur.”.

（
117
）Ebenda, A

rt. 4, “A
dicim

us eciam
 hiis prem

issis, quod si quem
 de civitate predicta proscribi contigerit, sua debeat regie 

vel im
peratorie curie denunciari proscripcio, ut registri m

em
orialibus inscribatur, non restituendus regalis aut 

im
peratorie beneficio largitatis, nisi absolvatur in loco, ubi prim

itus est proscriptus.”.

（
118
）GSP, 1, N

r. 297; F. v. W
eech (Bearb.), a. a. O

.（
注
99
）, S. 148 f., N

r. 3, “Statuim
us insuper et volum

us, ut ipsi cives in 
Rothem

burg vacante im
perio judicium

 provinciale, quod in partibus ibidem
 haberi consuevit in loco ad hoc antiquitus 

specialiter deputato usque ad futuri regis creacionem
 debito solitoque m

ore sine cuiuslibet im
pedim

ento libere teneant et 
valeant exercere.”.

（
119
）
一
三
三
三
年
五
月
に
、ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
中
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
も
と
へ
、ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
女
性
市
民
ヴ
ェ
ル
ン
ト
ル
ー
ト
・

ハ
イ
ンW

erntrud H
ein

が
、
騎
士
ル
ー
ポ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ル
レ
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
イ
ン
ゲ
ル
フ
ィ
ン
ゲ
ンLupold W

erlent von 
Ingelfingen

ら
が
彼
女
と
そ
の
夫
に
あ
る
ホ
ー
フ
を
売
却
し
た
こ
と
を
記
し
た
証
書
と
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ル
デ
ネ
ッ
クH

einrich 
von Seldeneck

ら
が
出
し
た
和
解
証
書
を
提
示
し
て
、
皇
帝
に
よ
る
確
認
を
得
て
い
る
。
皇
帝
は
あ
わ
せ
て
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト

フ
ォ
ー
ク
ト
と
市
民
に
ハ
イ
ン
の
た
め
の
保
護
を
命
じ
て
い
る
。
証
書
自
体
の
挿
入
は
な
く
、
印
章
は
小
印
章
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
確

実
で
な
い
。U

R5, N
r. 194; M

GH
 Const., 6, 2, N

r. 428. 

女
性
市
民
を
受
益
者
と
す
る
宮
廷
に
お
け
る
非
訟
事
案
で
、
こ
の
時
期
と
し
て
は

珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
国
王
裁
判
権
と
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と
の
特
に
密
接
な
関
係
か
ら
、
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ハ
イ
ン
は
ロ
ー
テ

ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
で
確
認
を
得
る
代
わ
り
に
、
ち
ょ
う
ど
滞
在
し
て
い
た
皇
帝
か
ら
確
認
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
事
案
に
つ
い
て
は
、
田
口
、
前
掲
（
注
１
）、
一
三
頁
で
も
触
れ
た
。

（
120
）
フ
ラ
ン
ケ
ン
公
と
し
て
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
の
も
と
に
あ
っ
た
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、F. M

erzba
ch
er, 
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Iudicium

（
注
114
）を
参
照
。
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
裁
判
所
と
の
競
合
関
係
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 32-37; Ludw

ig S
ch
n
u
rrer, 

Rothenburg und das H
ochstift W

ürzburg im
 Spätm

ittelalter, in: W
ürzburger D

iözesangeschichtsblätter 37/38 (1975), 
(=K

irche und T
heologie in Franken. Festschrift für T

heodor K
ra
m
er), S. 485-509, S. 491 ff.

（
121
）F. M

erzba
ch
er, Iudicium

（
注
114
）, S. 35; L. S

ch
n
u
rrer, a. a. O

.（
注
120
）, S. 493. 

そ
の
よ
う
な
証
言
を
伝
え
る
文
書
の
一
つ
と
し
て
、

M
onum

enta Germ
aniae H

istorica, Constitntiones et acta publica im
peratorum

 et regum
,T

om
. VⅢ

, H
g. v. K

arl Z
eu
m
er 

und Richard S
a
lo
m
o
n, H

annover 1910-1926, N
r. 160, “... daz m

an zu Rotenburg uff dem
 lantgerihte alle zu geriht hot m

it 
oht und m

it anleitt, als m
an ietzunt do pfligt zu rihten, als verre daz bistum

e zu W
irtzeburg get.”.
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あ
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